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特集1 令和５年度来街者実態調査

R5年 : 外側
R3年 ： 内側

飲食 12%

買い物
31%

理美容・趣味 7%通勤・通学 13%

出張・社用
3%

観光・レジャー
11%

病院・官公庁
公共施設
5%

LRT5%

その他（散歩等）13%

16%

38%
8%

16%

4%

18%

図1  来街目的（合計）

図3  主に利用した飲食店

図2  利用した（予定している）店舗
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そ
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他

ド
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グ
ス
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コ
ン
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ニ
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つ
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み
や

表
参
道
ス
ク
エ
ア

オ
リ
オ
ン
通
り

周
辺
の
店
舗
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ド
ン・

キ
ホ
ー
テ
宇
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宮
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宮
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イ
ン
タ
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パ
ー
ク
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ベ
ル
モ
ー
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そ
の
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駅
周
辺
の
店
舗

ト
ナ
リ
エ
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宮

ウ
ツ
ノ
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ヤ
テ
ラ
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ス
ー
パ
ー

駅
周
辺

家
電
量
販
店

駅
ナ
カ
店
舗

来
街
者
数（
人
）

そ
の
他

酒
類
つ
き
飲
食

（
居
酒
屋・バ
ー
等
）

餃
子
店

（
食
べ
歩
き
を
の
ぞ
く
）

複
数
人
で
の
会
食

（
カ
フ
ェ
）

複
数
人
で
の
会
食

（
飲
食
店※

餃
子
以
外
）

日
常
の
食
事
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中
心
市
街
地
の
二
極
化
と
世
代
間
で
の
意
識
差

来
街
者
実
態
調
査
に
よ
る
中
心
の
状
況
と
課
題

特
集

1
令
和
５
年
度
来
街
者
実
態
調
査

【
目
的
】

来
街
者
の
消
費
者
動
向
や
商
店
街
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
中
心
市

街
地
の
商
業
に
関
す
る
現
状
を
把
握
し
、
商

業
振
興
施
策
や
各
商
店
経
営
お
よ
び
商
店

街
活
動
の
基
礎
資
料
と
す
る
。

【
調
査
日
】

令
和
5
年
10
月
1
日（
日
）、
2
日（
月
）

午
前
9
時
30
分
～
午
後
6
時
30
分

【
調
査
地
点
】

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
西
自
由
通
路
、
バ
ン
バ
市

民
広
場
、
オ
リ
オ
ン
通
り
曲
師
町
イ
ベ
ン
ト

広
場
、
東
武
宇
都
宮
百
貨
店
前
交
差
点

【
調
査
対
象
】

高
校
生
以
上
の
来
街
者

【
調
査
手
法
】
情
報
端
末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）

を
活
用
し
た
街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

【
有
効
回
答
数
】
８
０
７
件

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
西
自
由
通
路 

１
９
６

件
／
バ
ン
バ
市
民
広
場 

２
１
０
件
／
オ
リ
オ

ン
通
り
曲
師
町
イ
ベ
ン
ト
広
場 

２
２
５
件
／

東
武
宇
都
宮
百
貨
店
前
交
差
点 

１
７
６
件

来
街
者
年
代
と
性
別

　

年
齢
別
で
は
、70
代
以
上
が
１
８
８
件
（
23
%
）

と
最
も
多
く
、
そ
の
中
で
も
特
に
女
性
が
多
数
で

年
齢
別
50
代
以
上
で
５
割
以
上
を
占
め
た
（
無

職
・
主
婦
・
ひ
と
り
で
来
た
・
宇
都
宮
市
内
の
割

合
が
高
い
）。

　

年
齢
別
30
代
が
極
端
に
少
な
い
（
特
に
男
性
、

人
口
構
成
比
と
比
べ
て
も
少
な
い
）。
男
女
比
で

は
女
性
が
56
%
で
若
干
多
い
。
平
日
は
70
代
以

上
と
10
代
の
割
合
が
多
い
。

来
街
目
的

　

来
街
目
的
は
、
通
勤
・
通
学
・
通
院
と
そ
の
他

を
除
い
た
約
60
%
が
何
ら
か
の
消
費
目
的
で
あ

り
、
前
回
の
令
和
３
年
度
の
調
査
結
果
と
概
ね

変
わ
ら
な
い
。
消
費
の
内
容
は
「
買
い
物
」
31
％

「
飲
食
」
12
%
と
、
前
回
か
ら
大
き
く
は
変
わ

ら
な
い
が
、「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
」
11
%
と
「
Ｌ

Ｒ
Ｔ
」
５
%
と
回
答
。
40
代
以
下
で
は
「
通
勤
・

通
学
」
が
「
買
い
物
」
と
同
程
度
に
高
く
、
10

代
の
１
位
は
「
通
勤
・
通
学
」、
20
代
の
１
位

は
「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
」、
２
位
は
「
通
勤
・

通
学
」で
あ
っ
た
。
な
お
40
代
以
下
の「
通
勤・

通
学
」
の
来
街
者
の
６
割
は
特
に
買
い
物
や

飲
食
を
し
て
い
な
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　

目
的
地
を
決
め
る
際
に
参
考
に
し
た
も
の
は

「
行
き
つ
け
」「
な
ん
と
な
く
・
通
り
が
か
り
」

が
全
体
の
60
%
以
上
で
多
数
を
占
め
る
が
、

40
代
以
下
は「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
エン
ジ
ン
」

「
S
N
S
」
が
30
%
を
超
え
て
お
り
、
そ
の

影
響
は
無
視
で
き
な
い
。
来
街
目
的
に
つい
て
、

「
来
街
目
的
を
達
成
し
た
」
が
５
割
、「
達
成

す
る
途
中
」
が
４
割
で
あ
った
（
図
1
）。

〈
来
街
目
的
〉
買
い
物

　

利
用
店
舗
は
「
東
武
宇
都
宮
百
貨
店
」

「
M
E
G
A
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
宇
都
宮
店
」

が
多
い
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、
特
に
50
代
以
上

の
層
で
は
東
武
宇
都
宮
百
貨
店
へ
の
集
中
が

顕
著
で
あ
る
。
一
方
、
40
代
以
下
は
「
オ
リ

オ
ン
通
り
周
辺
の
店
舗
」「
ト
ナ
リ
エ
宇
都

宮
」
な
ど
の
回
答
も
一
定
数
を
確
保
し
て
お
り
、

比
較
的
利
用
店
舗
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
。
な

お
、
利
用
店
舗
は
調
査
拠
点
の
周
辺
の
施
設
と
な

って
お
り
、地
域
の
回
遊
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る

（
図
２
）。

〈
来
街
目
的
〉
飲
食
・
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー

　

飲
食
の
中
で
は
「
日
常
の
食
事
」
と
す
る
回

答
が
65
%
と
多
数
で
あ
り
、
40
代
以
下
で
「
餃

子
店
」
が
若
干
多
い
。
観
光
・レ
ジ
ャ
ー
の
中
で
は

「
餃
子
店
（
食
べ
歩
き
）」
と
「
イ
ベ
ン
ト
関
係
」

の
目
的
が
多
く
、
前
者
は
40
代
以
下
、
後
者
は

50
代
以
上
が
若
干
多
い
。
日
常
の
食
事
、餃
子
店
、

グ
ル
メ
や
文
化
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
心
市
街
地
で

の
主
た
る
需
要
と
考
え
ら
れ
る
（
図
３
）。

〈
来
街
目
的
〉
通
勤
・
通
学

　

特
に
買
い
物
を
し
て
い
な
い
人
が
最
多
で
あ
り
、

次
点
で
「
食
料
品
」
の
買
い
物
と
の
回
答
が
多
い
。

飲
食
も
し
て
い
な
い
人
が
最
も
多
く
、
そ
の
次
に

「
日
常
の
飲
食
」
と
の
回
答
が
多
い
。
通
勤
・
通

学
で
の
来
街
者
は
消
費
が
少
な
く
、
通
勤
・
通
学

の
「
つい
で
買
い
」
需
要
の
喚
起
が
必
要
で
あ
る
。

中
心
市
街
地
に
係
る
官
民（
商
店
・
商
店
街

な
ど
）の
取
る
べ
き
施
策

①
主
た
る
需
要
層
で
あ
る
50
代
以
上
の
層
の
継

続
し
た
需
要
確
保

◎
こ
の
主
た
る
需
要
は
継
続
し
て
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。

◎
日
々
の
「
買
い
物
」
や
「
食
事
」
に
対
す
る

リ
ピ
ー
ト
来
街
者
や
品
揃
え
要
望
な
ど
の
需

要
に
し
っ
か
り
応
え
対
応
す
る
こ
と
で
需
要
の

維
持
・
拡
大
を
図
る
。

◎
病
院
・
公
共
施
設
か
ら
の
回
遊
性
の
向
上
や

文
化
的
イ
ベ
ン
ト
強
化
に
よ
る
連
動
需
要
拡

大
が
有
効
で
あ
る
。

◎
全
世
代
向
け
に
一
休
み
空
間
と
し
て
の
「
カ
フ

ェ
」「
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
」
な
ら
び
に
「
小
売

店
」
の
誘
致
が
必
要
で
あ
る
。

②
需
要
喚
起
が
不
可
欠
な
40
代
以
下
の
層

◎
消
費
性
向
も
高
く
将
来
に
わ
た
って
の
需
要
層

で
あ
る
た
め
需
要
喚
起
は
不
可
欠
で
あ
る
。

◎
娯
楽
施
設
や
子
ど
も
向
け
施
設
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

◎
グ
ル
メ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
中
心
市
街
地
の
観

光
資
源
、
中
心
市
街
地
で
の
体
験
型
店
舗
の

創
出
や
再
発
見
に
よ
る
、
宇
都
宮
市
の
中
心

市
街
地
独
自
の
リ
ア
ル
な
体
験
価
値
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
需
要
深
耕
の
期
待
が
高
い
。

③
比
率
が
多
く
今
後
も
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
べ

き
女
性
層

◎
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
西
側
延
伸
＋
近
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

に
連
動
す
る
店
舗
周
知
と
需
要
喚
起
施
策
が

必
要
で
あ
る
。

◎
接
客
面
／
清
潔
面
／
治
安
面
の
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
す
る
よ
う
な

中
心
市
街
地
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
活
動

が
必
要
で
あ
る
。

個
別
商
店
向
け
提
案

①
50
代
以
上
、
市
内
居
住
者
、
女
性

◎
清
潔
で
開
放
感
が
あ
り
、
ま
た
椅
子
・
ベ

ン
チ
が
設
置
さ
れ
た
店
舗
入
口
外
観

◎
他
地
域
に
な
い
個
性
的
な
店
舗
や
独
自
性

の
あ
る
商
品
の
取
り
扱
い

◎
最
寄
り
品
は
郊
外
店
よ
り
も
お
値
打
ち

な
部
分
を
訴
求

②
40
代
以
下
、
市
外
・
県
外
居
住
者

◎
学
割
・
通
勤
割
の
導
入
や
通
勤
・
通
学
時

間
に
合
わ
せ
た
営
業
時
間

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
S
N
S
の
活
用
や
電

子
決
済
への
対
応
（
※
）

◎
子
ど
も
連
れ
で
も
安
心
な
店
舗
で
車
で
も

来
店
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

※
40
代
以
下
で
は
店
舗
選
び
の
参
考
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
い
る
と
い
う
声
が
多
く
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
（
特
に
電
子
・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
）
の
利
用
率
も

高
い
。
40
代
以
下
の
層
の
需
要
を
取
り
込
む
た
め
に
は
こ

れ
ら
の
活
用
が
必
要
で
あ
る
。

　

当
所
で
は
、宇
都
宮
市
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て
基
礎
情
報
を
収
集・分
析
す
る

た
め
、「
来
街
者
実
態
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。昨
年
10
月
に
実
施
し
た
調
査
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、主
な
内
容
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た
学
生
や

須
田
秀
規
中
小
企
業
診
断
士
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。な
お
、本
報
告
書
の
全
文
は
、当

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

昨年10月に実施した来街者実態調査（JR宇都宮駅東西自由通路）

オリオン通り曲師町イベント広場

報告書全文

商店街等を対象に調査結果報告会を開催

「
来
街
者
実
態
調
査
」の
概
要

調
査
結
果
の
概
要

ま
と
め・考
察



特集1 令和５年度来街者実態調査

現在、利用中のＳＮＳはありますか？（複数回答可）

Facebook 13.2%
TikTok 5.5%

●LINE
●TouTube
●Facebook
● Instagram
●X（旧Twitter）
●TikTok
●利用していない
●Threads Instagram 16.9%

YouTube 19.3%

LINE 26.1%
X（旧Twitter） 
15.0%

利用していない 2.1% Threads 1.6%

現在、商店街（会）づくりのために活用している
ＳＮＳはありますか？（複数回答可）

Facebook12.1%

●Facebook
● Instagram
●LINE
●X（旧Twitter）
●活用していない

Instagram 9.1%

 LINE 12.1%

X（旧Twitter） 9.1%

活用していない
57.6%
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―
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
感
想
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

菅
又　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
で
目
立
っ
た
の
は
「
治

安
が
悪
く
な
っ
た
」「
休
憩
の
で
き
る
カ
フ
ェ
な
ど

が
無
く
な
っ
た
」
な
ど
の
声
で
し
た
。
宇
都
宮
市

出
身
の
私
も
同
感
で
す
。

森　

私
は
大
田
原
市
出
身
で
、
大
学
に
入
る
ま

で
は
宇
都
宮
市
の
中
心
部
に
は
あ
ま
り
来
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
が
事
前
に
持
っ
て
い
た
イ
メ
ー

ジ
は
、
お
酒
を
飲
み
に
来
る
人
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
が
、
調
査
を
し
て
い
た
時
に
は
、
お
昼

頃
に
子
連
れ
の
方
が
た
く
さ
ん
い
た
の
で
驚
き
ま

し
た
。
中
心
部
は
昼
と
夜
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い

と
感
じ
ま
し
た
。

―
ふ
だ
ん
か
ら
オ
リ
オ
ン
通
り
に
は
来
ま
す

か
？

菅
又　

昼
間
は
買
い
物
に
来
ま
す
が
、
夜
間
に
オ

リ
オ
ン
通
り
に
来
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
飲
食
店
な
ど
の
呼
び
込
み
が
増
え
て
い
る
こ

と
に
驚
い
て
い
ま
す
。

森　

オ
リ
オ
ン
通
り
に
は
よ
く
来
ま
す
が
昼
間
ば

か
り
で
、
夜
の
オ
リ
オ
ン
通
り
は
、
今
回
の
調
査

に
参
加
し
て
初
め
て
体
験
し
ま
し
た
。
黒
い
服
で

酒
瓶
を
持
って
歩
い
て
い
る
人
が
い
た
り
、
少
し
怖

い
気
が
し
ま
し
た
。

―
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
街
に
な
る
と
良
い
と
思
い

ま
す
か
？

森　

昼
間
に
開
い
て
い
る
飲
食
店
が
少
な
い
印
象

が
あ
り
ま
す
。
昼
に
行
け
る
飲
食
店
、
カ
フ
ェ
も

含
め
て
ひ
と
休
み
で
き
る
店
が
増
え
る
と
、
飲
み

屋
街
か
ら
印
象
も
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

菅
又　

都
内
に
行
く
と
お
し
ゃ
れ
な
店
で
、
ス
イ

ー
ツ
と
推
し
の
グ
ッ
ズ
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
メ
ニュ
ー

が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
宇
都
宮
で
も
お
し
ゃ
れ
な

雰
囲
気
の
お
店
が
増
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

―
調
査
の
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
村　

駅
周
辺
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
朝
夕
に
は

通
勤
通
学
な
ど
で
急
が
れ
て
い
る
方
が
多
く
、
調

査
に
な
か
な
か
ご
協
力
い
た
だ
け
な
か
っ
た
で
す
。

結
果
と
し
て
高
齢
者
や
主
婦
が
多
く
な
り
、
サ

ン
プ
ル
に
偏
り
が
出
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

橋
本　

調
査
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
開
通
後
１
カ
月
少
々
の
時

期
で
し
た
が
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
目
的
の
人
も
多
く
、
開
通

の
効
果
を
実
感
し
ま
し
た
。

―
印
象
に
残
っ
た
意
見
は
あ
り
ま
し
た

か
。

大
村　

多
く
の
方
が
「
こ
う
い
う
街
に
な
っ
て

欲
し
い
」
と
意
見
を
持
って
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
う
い
う
意
見
を
集
約
す
る
場
が
必
要
と

感
じ
ま
し
た
。

橋
本　

宇
都
宮
は
「
栄
え
て
い
て
治
安
が
い

い
」
と
「
栄
え
て
い
る
け
ど
治
安
が
悪
い
」

と
い
う
意
見
が
、
１
：
１
く
ら
い
で
拮
抗
し

て
い
た
と
思
い
ま
す
。

大
村　

最
近
は
テ
レ
ビ
番
組
で
紹
介
さ
れ
る

機
会
も
増
え
ま
し
た
か
ら
、
良
い
イ
メ
ー
ジ

を
持
って
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
し
た
。

―
今
後
、
宇
都
宮
市
に
ど
ん
な
期
待
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

大
村　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
家
か
ら
出
な
く

て
も
買
い
物
な
ど
の
用
事
が
済
ま
せ
ら
れ
る

生
活
に
慣
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
を
打
破
す
る

に
は
人
々
を
呼
び
込
め
る
街
の
魅
力
づ
く
り

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

橋
本　

調
査
で
は
徒
歩
の
高
齢
者
が
多
い
こ

と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
高
齢
者
や
身
体
障

が
い
者
な
ど
が
歩
き
や
す
い
都
市
構
造
に
な
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
よ
り
安
全
で
歩
き

や
す
い
街
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

前
回
（
令
和
３
年
度
）
の
調
査
結
果
で
は
Ｊ

Ｒ
宇
都
宮
駅
周
辺
地
域
と
従
来
の
中
心
市
街
地

と
の
二
極
化
が
進
み
、
相
互
の
回
遊
性
に
欠
け
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
開
通
」「
Ｊ
Ｒ
宇

都
宮
駅
東
口
再
開
発
」
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
て
い
る
か
、
特
に
二
荒
山
神
社
周
辺
へ
の
影

響
に
つ
い
て
注
意
を
払
い
な
が
ら
調
査
分
析
を
進

め
ま
し
た
。

　

報
告
書
は
宇
都
宮
商
工
会
議
所
の
公
式
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
い
結

果
や
考
察
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
今
回
は

重
要
な
点
を
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
二
荒
山
神
社
と
J
R
宇
都
宮
駅
周
辺

の
二
極
化
、
回
遊
性
の
欠
如
と
駅
周
辺
へ
の
集
約

化
は
さ
ら
に
進
ん
だ
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し

た
。

　
一
方
で
世
代
間
に
よ
る
意
識
差
が
顕
著
に
表
れ

て
い
ま
す
。
40
代
以
下
の
若
い
世
代
は
、
中
心
部

に
つ
い
て
「
活
気
が
あ
る
」「
人
通
り
が
多
い
」

な
ど
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
勝
って
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
50
代
以
上
の
方
が
中
心
商
店
街
に
つ

い
て
「
寂
れ
た
」
と
感
じ
る
割
合
が
多
い
で
す
。

こ
れ
は
商
店
街
の
全
盛
期
を
知
って
い
る
か
ら
で
し

ょ
う
。

　

こ
こ
10
年
で
オ
リ
オ
ン
通
り
周
辺
は
空
き
店
舗

も
少
な
く
な
り
、
人
通
り
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
若
い
世
代
が
感
じ
る
印
象
は
50
代
以
上
と

は
異
な
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
こ
に
次
の
世
代
の
ま

ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
世
代
が
街
中
に
「
ひ
と
休
み
で
き

る
場
所
（
カ
フ
ェ
、
飲
食
店
な
ど
）」
を
求
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
過
去
の
調
査
で
も
同
じ
よ
う
な

傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
中
心
部
が
特
定
業
種
に
偏
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
、
補
助
金
等
へ
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
や

誘
致
し
た
い
業
種
に
優
遇
策
を
講
じ
る
な
ど
の
施

策
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
次
世
代
の
商
店
街
を

担
う
若
手
育
成
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ

ら
は
商
店
街
、
行
政
、
商
工
会
議
所
が
協
力
し

て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
若
い
世

代
で
商
店
街
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
出
て
き

て
い
る
の
で
、
明
る
い
未
来
が
見
え
て
き
た
と
私
は

感
じ
て
い
ま
す
。

人
々
を
呼
び
込
め
る
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

今
回
の
来
街
者
実
態
調
査
結
果

か
ら
見
え
る
こ
と

「
商
店
街
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
と
情
報
収
集
並
び
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
利
活
用
状
況
」 お
よ
び「
一
般
消
費
者
の
情
報
取
得
と
Ｓ

Ｎ
Ｓ
利
用
状
況
」 

に
か
か
る
実
態
調
査
に
つ
い
て

学
生
た
ち
の
視
点
か
ら
見
る
中
心
市
街
地

須
田
経
営
相
談
所
所
長　
須
田
秀
規
中
小
企
業
診
断
士

　

来
街
者
実
態
調
査
に
調
査
員
と
し
て
協
力
し
て
く
れ
た
学
生
た
ち
に
、中
心
市
街

地
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
当
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
中
小
企
業
診
断
士
の
須
田

秀
規
氏
に
、今
回
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

宇都宮共和大学
シティライフ学部 ２年　

森
もり

　春
はる

樹
き

さん

宇都宮大学
地域デザイン科学部
社会基礎デザイン学科 学部 ４年

橋
はしもと

本　大
だいすけ

典さん

須田経営相談所 所長　
須田  秀規 中小企業診断士

宇都宮大学
大学院地域創生科学研究科　
修士１年

大
おおむら

村　壮
そう

汰
た

さん

宇都宮共和大学
シティライフ学部 ２年　

菅
すが

又
また

　美
み

優
ゆう

さん

　

当
所
で
は
令
和
5
年
11
月
15
日（
水
）～

24
日（
金
）に
「
商
店
街
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推

進
と
情
報
収
集
並
び
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
活
用
状

況
」 

お
よ
び
「
一
般
消
費
者
の
情
報
取
得
と

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
状
況
」 

に
か
か
る
実
態
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
報
告
書
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
活
用
に
関
す
る
主
な
項
目
を
抜
粋
し
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
主
な
目
的
は
な

ん
で
す
か
？
（
複
数
回
答
可
）

商
店
街
（
会
）
の
知
名
度
ア
ッ
プ
や
、

イ
ベ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス
の
告
知
な
ど

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
こ
と
で
感
じ
た

効
果
は
あ
り
ま
し
た
か
？

（
複
数
回
答
可
）

商
店
街
へ
の
来
街
者
が
増
え
た
、
知

名
度
が
上
が
っ
た
、
新
し
い
イ
ベ
ン
ト

等
への
ア
イ
デ
ア
が
得
ら
れ
た
な
ど

Column
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建
設
業
の
2
0
2
4
年
問
題
と
D
X 

建
設
業
の
D
X
を
推
進
す
る
た
め
に

―

　

当
所
で
は
今
年
度
、建
設
業
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
、そ
の
結
果
を
８
月
に
報
告
書

と
し
て
公
開
し
ま
し
た
。ま
た
10
月
に「
建
設
業
向
け
Ｄ
Ｘ
導
入
セ
ミ
ナ
ー
」、12
月
に
は「
建
設
Ｄ

Ｘ
展 

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」を
実
施
し
ま
し
た
。今
回
は
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

建
設
業
に
お
け
る

Ｄ
Ｘ
推
進
に
関
す
る
調
査

■
目
的　

　

人
手
不
足
や
従
業
員
の
高
齢
化
が
著
し
い
建

設
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
化
の
取
組
状
況
な
ど
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｘ
の
取
組
み
実
現
に
向
け

た
課
題
や
期
待
す
る
支
援
策
な
ど
に
つい
て
調
査

を
行
う
こ
と
で
、
今
後
の
対
応
方
針
や
支
援
策

の
検
討
、
政
策
提
言
等
に
反
映
す
る
。

︻
期
間
︼　

令
和
５
年
6
月
5
日︵
月
︶~
16
日︵
金
︶

︻
対
象
︼

従
業
員
６
人
以
上
の
当
所
建
設
部
会

員
︵
４
３
７
事
業
所
︶お
よ
び
宇
都
宮

市
建
設
産
業
団
体
連
絡
協
議
会
を
通

じ
て
宇
都
宮
市
内
の
建
設
業
を
営
む

事
業
所
に
も
回
答
を
依
頼
し
た
。

︻
回
答
数
︼ 

１
５
１
事
業
所

︻
調
査
方
法
︼ 

郵
送
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
送
付

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
オ
ン
ラ
イ
ン
で
回
答

報
告
書
の
主
な
内
容

■
建
設
業
の
2
0
2
4
年
問
題

　

建
設
業
に
お
い
て
は
人
手
不
足
や
高
齢
化
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
な
か
、
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
が
今
年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
、
人
手
不
足

が
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
「
建
設
業
の
2
0
2
4

年
問
題
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
手
不
足
解
消
手
段
の
一
つ
で
あ
る
Ｄ
Ｘ
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
業
務

プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
や
自
動
化
を
通
じ
て
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
変
革
を
目
指
す
も
の
で
す
。
し
か
し
、

建
設
業
は
受
注
ご
と
に
作
業
内
容
や
必
要
資
材

が
異
な
る
た
め
、
作
業
の
標
準
化
や
自
動
化
が

難
し
く
、
手
作
業
が
多
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て

い
ま
す
。
い
か
に
し
て
建
設
現
場
の
効
率
化
と
人

手
不
足
を
解
消
す
る
か
が
、
建
設
業
の
大
き
な

課
題
と
な
って
い
ま
す
。

■
調
査
結
果
概
要

　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
に
よ

れ
ば
「
か
な
り
進
ん
で
い
る
」「
や
や
進
ん
で
い
る
」

の
回
答
は
３
割
強
で
、
主
な
取
り
組
み
は
、
文
書

の
電
子
化
や
給
与
計
算
・
会
計
シ
ス
テ
ム
等
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
多
い
と
の
結
果
で
し
た
。
た
だ
し「
全

く
進
ん
で
い
な
い
」
と
回
答
し
た
事
業
所
で
も
Ｄ

Ｘ
の
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、「
Ｄ
Ｘ
への
関
心

は
高
い
が
、
実
際
に
Ｄ
Ｘ
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な

い
」
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
の
目
的
は
主
に
業
務
効
率
化
と
生
産
性

向
上
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変
革
に
取
り
組
む
事

業
所
は
わ
ず
か
５・８
％
で
し
た
。

　

Ｄ
Ｘ
の
成
果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
原
因
は
「
導

入
す
る
目
的
や
目
標
が
不
明
確
だ
っ
た
」
が
最

も
多
く
、
次
い
で
「
導
入
す
る
Ｉ
Ｔ
に
合
わ
せ
て

業
務
プ
ロ
セ
ス
・
組
織
体
制
の
見
直
し
を
行
わ
な

か
っ
た
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
導
入
す
る
前
に

目
的
や
目
標
を
設
定
し
、
ど
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
を

ど
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
か
、
そ
れ
に
伴
い

組
織
体
制
を
ど
う
変
更
す
る
か
な
ど
を
検
討

し
、
導
入
の
ロ
ー
ド
マッ
プ
を
策
定
す
る
こ
と
が
、

成
果
を
出
す
の
に
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
の
課
題
と
し
て
は
、
Ｄ
Ｘ
人
材
の
不
足
や

時
間
確
保
が
難
し
い
こ
と
、
ス
キ
ル
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の

不
足
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
人
手
不

足
が
深
刻
な
業
界
で
あ
り
、
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た

め
の
体
制
が
十
分
で
な
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
事
業
所
と
し
て
は
必
要
な
ス
キ

ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
一
方

で
、
効
果
や
活
用
、
今
後
の
自
社
の
姿
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
た
め
「
何
を

ど
こ
ま
で
や
れ
ば
よ
い
か
判
断
で
き
な
い
状
況
」

で
あ
る
と
推
測
で
き
ま
す
。

■
今
後
の
支
援
内
容
等
に
つ
い
て

　

原
材
料
高
騰
や
人
材
不
足
へ
の
対
応
な
ど
企

業
経
営
に
お
け
る
課
題
が
山
積
す
る
中
で
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
導
入
効
果
が
伝
わ
り
や
す
い
成
功
事
例

の
紹
介
を
通
じ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
性
や
効

果
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
Ｄ
Ｘ
推
進
に
は
資
金
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
、
補
助
金
や
助
成
金
の
利
用
可
能
な
制
度

を
広
く
周
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
人

材
の
不
足
に
つ
い
て
は
副
業
・
兼
業
人
材
な
ど
の

外
部
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
も
効
果
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
社
的
な
理
解
と
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
経
営
者
層
に
対

す
る
普
及
啓
発
が
効
果
的
で
あ
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
の
普
及
に
も
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
「
建
設
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
に
関
す
る
調
査

結
果
」
を
踏
ま
え
、昨
年
10
月
26
日（
木
）に「
建

設
業
向
け
Ｄ
Ｘ
導
入
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。（
合
）
フ
ェニッ
ク
ス
経
営
研
究
所
代
表
社

員
で
中
小
企
業
診
断
士
の
加
賀
城
剛
史
氏
が
講

師
を
務
め
た
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
16
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

建
設
業
の
現
状
を
踏
ま
え
た
Ｄ
Ｘ
導
入
の
必

要
性
や
、
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
と
ポ
イ
ン
ト
、
デ
ジ
タ

ル
活
用
の
た
め
の
人
材
育
成
、
そ
し
て
使
用
可
能

な
補
助
金
や
税
制
優
遇
の
紹
介
で
し
た
。

　
「
技
術
者・技
能
者
不
足
を
解
消
し
た
い
」「
会

社
の
主
力
と
な
る
従
業
員
を
育
成
し
た
い
」「
Ｄ

Ｘ
を
活
用
し
て
コ
ス
ト
削
減
や
従
業
員
の
負
担
軽

減
を
行
い
た
い
」
な
ど
の
悩
み
に
加
賀
城
氏
が
答

え
る
内
容
で
、
参
加
者
か
ら
は
わ
か
り
や
す
い
と

好
評
で
し
た
。

　

昨
年
12
月
13
日
（
水
）
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
催
さ
れ
た
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｄ 

建

設
の
先
端
技
術
展
」
内
の
「
建
設
Ｄ
Ｘ
展
」
を

視
察
す
る
た
め
に
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
に
は
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
当

所
を
出
発
し
て
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
へ
向
か
い
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
50
分
ま
で
視
察
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
き
っ
か

け
は
、
私
自
身
が
新
し
い
技
術
に
興
味
が

あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
に

興
味
の
あ
る
2
人
の
社
員
も
一 

緒
に
行
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

到
着
し
て
早
々
に
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ｕ
Ｉ

Ｌ
Ｄ
」
の
規
模
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

栃
木
県
内
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
と
比
較

し
て
、
規
模
感
が
圧
倒
的
に
違
う
と
感
じ

ま
し
た
。
１
日
で
は
周
り
切
れ
な
い
ほ
ど
の

規
模
で
し
た
し
、
そ
の
一
部
で
あ
る
「
建

設
Ｄ
Ｘ
展
」
だ
け
で
も
い
ろ
い
ろ
な
ツ
ー
ル

や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
新

し
い
技
術
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
10
年
前
に
４
代
目
社
長
に
就
任
し

ま
し
た
が
、
現
在
の
建
設
業
界
は
慢
性
的

な
人
手
不
足
で
あ
り
、
工
業
高
校
の
建
設

系
学
科
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
将
来
的

に
も
人
手
不
足
が
予
想
さ
れ
る
難
し
い
状

況
の
な
か
で
、
当
社
は
本
年
1
月
23
日
に

創
業
70
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
モ
ッ
ト
ー

で
あ
る
『
つ
く
す
親
切
・
き
ず
く
信
頼
』

を
柱
に
、
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
企
業

と
な
る
た
め
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

調
査
概
要

当日セミナー風景

当所建設部会 評議員
日豊工業株式会社

轟　久敬 代表取締役社長

四足歩行ロボットのデモンストレーション

電
気
自
動
車
関
連
設
備
も
出
展

業務用掃除ロボットのデモンストレーション

建設業における
DX推進に関する
調査報告書全文

建
設
業
向
け

Ｄ
Ｘ
導
入
セ
ミ
ナ
ー

建
設
Ｄ
Ｘ
展
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
の
コ
メ
ン
ト

特集2 建設業のＤＸ
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ちふも㈱
〒320-0827 宇都宮市花房3-1-3

☎ 028-612-5800
https://tifmo.co.jp

　

あ
な
た
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
W
e
b
ま
わ

り
を
企
画
・
設
計
・
制
作
し
ま
す
。

　

き
れ
い
で
機
能
的
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
ま
た
、
S
N
S
や
ブ

ロ
グ
、
W
e
b
広
告
も
大
切
な
要
素
で
す
。

ち
ふ
も
は
、
あ
な
た
の
W
e
b
ま
わ
り

を
美
し
く
・
機
能
的
に
整
え
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
W
e
b
担
当
と
な
り
、
パ
ワ
ー
と
な
り

ま
す
。

　

詳
し
い
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
当
社

W
e
b
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
「
ち
ふ
も
」
は
、
W
e
b
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
デ
ザ
イ
ン
が
得
意
な
会
社

で
す
。

　

W
e
b
ま
わ
り
を
診
断
し
、
適
切
な

G
o
o
g
l
e
S
E
O
対
策
・
M
E
O
対

策
・
W
e
b
広
告
を
行
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
新
規
制
作
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
企
画
・

制
作
し
ま
す
。

　

ま
た
、
W
e
b
と
一
緒
に
ロ
ゴ
や
名
刺

の
制
作
も
ご
依
頼
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
W
e
b
環
境
の
診
断
・
ア
ド

バ
イ
ス
、
S
N
S
の
運
営
と
広
告
、
写
真

撮
影
や
動
画
制
作
な
ど
W
e
b
ま
わ
り

の
こ
と
を
行
い
ま
す
。

ちふも株式会社

情報求ム！WEB版会員情報局　
熱意を持ってご紹介できる自社商品・サービスの情報をお寄せください！
新規・独自性のあるものは本誌でご紹介します！
詳細は右記の公式サイトからご覧ください。
https://www.ucci-support.com 公式サイト

「全国おもてなしギフト」は全国の特産品・名産品を産地直送でお届けするインターネットギフト専門店です。
全国の商工会議所会員約２３０店舗、９５０アイテムが掲載されています。
https://omotenashi-gift.jp

１２月忘年会例会「Ｙゲーム」を開催

女性経営者を対象とした資質向上セミナーを開催

青年部だより

女性部だより

　

青
年
部
で
は
、
12
月
19
日（
火
）に
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
で
、
交
流
委
員
会
主
催
に
よ
る

12
月
忘
年
会
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
の

新
た
な
交
流
の
機
会
を
創
出
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
５
月
に
開
催
し
た
各
委
員
会
内
の
交

流
を
目
的
に
し
た
例
会
は
な
く
、
委
員
会
の
垣

根
を
超
え
て
交
流
で
き
る
例
会
に
し
た
い
と
考

え
、
例
年
と
は
一
味
異
な
る
テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク

形
式
の「
Ｙ
ゲ
ー
ム
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
Ｙ
ゲ
ー
ム
」は
、
青
年
部（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）に
関
す

る
２
つ
の
テ
ー
マ
で
ト
ー
ク
を
行
い
、
普
段
交

流
す
る
こ
と
の
な
い
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を
図

る
こ
と
と
と
も
に
、
や
り
た
い
例
会
や
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
存
在
意
義
な
ど
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
メ

ン
バ
ー
と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
委
員
会
で
は
、
昨
今
問
題
な
っ
て

い
る
フ
ー
ド
ロ
ス
に
も
着
手
し
、
食
事
の
提
供

量
も
少
な
く
し
た
う
え
で
、
メ
ン
バ
ー
の
満
足

度
を
下
げ
ず
に
環
境
に
も
優
し
い
例
会
に
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

女
性
部
で
は
、
１
月
16
日（
火
）に
ラ
イ
ト

キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
の
小
会
議
室
で
、
J
o
y 

L
i
v
i
n
g 

L
a
b
の
石
井
由
貴
代
表
を

お
招
き
し
て「
発
揮
し
よ
う
女
性
の
力　

つ
な

げ
よ
う
次
世
代
へ
」を
テ
ー
マ
に
、
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
石
井
代
表
は
、
子
育
て
を
し
な
が
ら

働
く
女
性
と
し
て
、
男
女
共
同
参
画
や
女
性
の

働
き
方
な
ど
に
対
す
る
支
援
活
動
に
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

形
式
で
行
わ
れ
、
同
じ
女
性
経
営
者
の
立
場
で
、

参
加
者
同
士
の
有
意
義
な
意
見
交
換
と
交
流
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
ゲ
ス
ト
参
加

者
に
は
、
女
性
部
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

講師を囲んで記念撮影

Ｙゲームで交流するメンバー

公式サイト

株式会社大丸製菓
宇都宮市西川田南2-6-5

☎028-658-0531
営業時間/9:00～17:00

定休日/日曜
https://miyabishokunin.com

　

大
丸
製
菓
は
昭
和
24
年
に
高
級
米
菓
を
製
造

す
る
も
ち
米
専
門
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。現
在
で
は
「
お
か
き
」
の
み
な
ら

ず
「
揚
げ
餅
」
や
「
せ
ん
べ
い
」
も
製
造
し
て
い

ま
す
。
も
ち
米
を
蒸
し
て
杵
で
つ
い
て
生
地
を

作
っ
て
焼
き
上
げ
、
味
付
け
を
す
る
と
こ
ろ
ま
で

一
貫
し
て
社
内
で
行
っ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
に

「
お
い
し
い
」「
楽
し
い
」「
安
心
」
の
米
菓
を
提

供
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
大
切
な
方
へ
の
贈
り

物
に
大
丸
製
菓
の
米
菓
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

「
お
か
き
詰
め
合
わ
せ 

」

　

自
社
で
米
を
つ
い
て
自
家
製
で
作
っ
た
宇
都
宮

の
あ
ら
れ
屋
さ
ん
ち
の
お
か
き
の
詰
め
合
わ
せ

で
す
。
お
米
だ
け
で
な
く
、
材
料
す
べ
て
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。
伝
統
の
杵
つ
き
製
法
は
難
し
さ

が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
た
ち
で
作
る
か
ら
こ
そ
、

大
丸
製
菓
の
味
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
温
度
や
賞

味
期
限
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
気
軽
に
贈
る
こ
と

が
で
き
、
子
ど
も
か
ら
年
配
の
方
に
ま
で
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
お
手
軽
ギ
フ
ト
で
す
。

おかきとせんべい　
米をついて自家製で作った宇都宮のあられ屋さんちの
個包装おかき詰め合わせ 2,000円（税込）

会員
情報局

ど
ん
な
会
社
？

Web制作・デザイン   料金：要問合せ



Information

問合せ／ 経営支援部  TEL.028-637-3131

相談できる

内容

経営のお悩みを

専門家に無料で相談できる エキスパート・バンク
詳細は
当所ホームページを
ご覧ください

https://www.u-cci.or.jp/business/expert

相 談
無 料

□税務会計に関すること
□ IT・SNS活用に関すること
□法律・各種申請に関すること
□販売促進に関すること など
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㈱ＴＫＣ
代表取締役  社長執行役員

飯塚　真規氏
（2024年 1月 1日付）

㈱ＴＫＣ
相談役

角　　一幸氏

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

議
員
職
務
執
行
者
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

電
子
証
明
書

　

日
本
商
工
会
議
所
は
、
㈱
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
、
セ
コ
ム
ト
ラ
ス
ト

シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
と
提
携
し
て
、
商
工

会
議
所
会
員
事
業
所
向
け
に
電
子
証

明
書
の
優
待
販
売
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

当
所
は
、
そ
の
取
次
商
工
会
議
所

と
し
て
会
員
確
認
用
ク
ー
ポ
ン
券
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
発
行
を
ご
希
望
の
方

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

会
員
事
業
所
は
提
携
会
社
発
行
の

「
電
子
証
明
書
」の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
！

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

TDB電子認証サービスTypeA

㈱帝国データバンク

通常料金から 2,000円割引

セコムパスポート for G-ID

セコムトラストシステムズ㈱

行政書士電子証明書／一般向け電子証明書

2年版 ： 通常料金から 2,000円割引
3年版 ： 通常料金から 3,000円割引

「
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
知
ろ
う
！

〜
ま
ち
な
か
交
流
イ
ベ
ン
ト
〜
」

　

当
所
で
は
、
市
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

三
団
体（
宇
都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス
・
宇

都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
・
栃
木
Ｓ
Ｃ
）

と
連
携
し
て「
ま
ち
な
か
交
流
イ
ベ

ン
ト
」を
開
催
し
ま
す
。
初
開
催
と

な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は「
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
を
知
ろ
う
！
」で
す
。

【
開
催
日
時
／
チ
ー
ム
】

◎
２
月
23
日（
金
・
祝
）

午
後
１
時
〜
４
時

宇
都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス

◎
２
月
24
日（
土
）

※
チ
ー
ム
毎
の
２
部
入
替
制
で
開

催〈
午
前
の
部
〉

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン

〈
午
後
の
部
〉

午
後
２
時
〜
５
時

栃
木
Ｓ
Ｃ

【
会
場
】

オ
リ
オ
ン
Ａ
Ｃ
ぷ
ら
ざ

（
江
野
町
３-

10
竹
川
ビ
ル
１
階
）

【
内
容
】

　

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
グ
ッ
ズ
販
売
や
各

チ
ー
ム
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
の
写
真
撮
影
会
、
関
連
展

示
な
ど

【
注
意
事
項
】

◎
各
チ
ー
ム
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
の
写
真
撮
影
会
の
開

催
時
間
帯
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
の
本
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

◎
イ
ベ
ン
ト
は
、
状
況
に
よ
り
入
場

を
一
部
制
限
す
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す

【
そ
の
他
】

雨
天
決
行
、
入
場
無
料

ま
ち
な
か
交
流
イ
ベ
ン
ト地

域
振
興
部
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「プロスポーツを知ろう！
〜まちなか交流イベント〜」

　㈱栃木銀行の見学会

　

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
は
販
路
開

拓
を
支
援
す
る
会
員
限
定
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
全
国

約
28
万
社
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
て
手
軽
に
販

路
開
拓
が
で
き
ま
す
。

　

買
い
手
は
匿
名
で
一
括
見
積
が
依

頼
で
き
、
売
り
手
は
全
国
に
販
路
開

拓
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

【
主
な
機
能
】

◎
簡
易
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

◎
全
国
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会

会
員
同
士
の
商
談
機
能（
ザ
・
商

談
モ
ー
ル
）

【
費
用
】

　

無
料　

※
一
部
有
料
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
。

【
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
登
録
方
法
】

①
ユ
ー
ザ
ー
登
録

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
〉

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
。

〈
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
〉

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
チ
ラ
シ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
裏
面
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
フ
ァ
ッ

ク
ス
送
信
。

　
　

↓

②
パ
ス
ワ
ー
ド
登
録

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
か
ら
届
く

メ
ー
ル
に
従
い
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を

登
録
。

　
　

↓

③
登
録
完
了

デ
ー
タ
の
変
更
や
追
加
は
後
か
ら

で
も
可
能
。

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル

全
国
へ
の
販
路
開
拓
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

地
域
振
興
部
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ザ・ビジネスモール

イベントチラシ

　

金
融
・
経
営
支
援
部
会（
富
川
善

守
部
会
長
：
㈱
栃
木
銀
行
常
務
取

締
役
）は
、
12
月
21
日（
木
）に
、
5

回
目
と
な
る
高
校
生
対
象
の
職
場
見

学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
職
場
見
学
会
は
、
高
校
生
に

金
融
業
界
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
将
来
的
に
地
元
宇
都
宮

市
で
就
職
す
る
若
者
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
㈱
栃
木
銀
行
、
野
村
證

券
㈱
宇
都
宮
支
店
、
栃
木
信
用
金
庫
、

大
樹
生
命
㈱
栃
木
支
社
、
大
和
証
券

㈱
宇
都
宮
支
店
、
烏
山
信
用
金
庫
宇

都
宮
支
店
、
三
井
住
友
信
託
銀
行
㈱

宇
都
宮
支
店
、
㈱
日
本
政
策
金
融
公

庫
宇
都
宮
支
店
、
第
一
生
命
保
険
㈱

栃
木
支
社
の
９
社
に
受
け
入
れ
て
い

た
だ
き
、
栃
木
県
立
宇
都
宮
商
業
高

等
学
校
の
生
徒（
１
～
２
年
生
）43
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
職
場
見
学
の
ほ
か
、
業

務
の
一
部
体
験
や
若
手
職
員
と
の
懇

談
会
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
、
就
職

の
心
が
ま
え
や
実
際
の
業
務
イ
メ
ー

ジ
が
湧
く
よ
う
な
体
験
が
多
く
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
学
校

で
学
べ
な
い
こ
と
が
学
べ
た
。」「
現

場
で
活
躍
し
て
い
る
職
員
の
方
か
ら
、

実
際
の
業
務
内
容
や
社
内
の
雰
囲

気
を
聞
け
て
と
て
も
参
考
に
な
っ

た
。」「
今
回
参
加
し
た
経
験
を
、

今
後
の
進
路
を
決
め
る
際
や
、

日
々
の
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た

い
。」な
ど
の
感
想
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
実
施
し
た
企
業
か

ら
は
、「
生
徒
の
意
識
の
高
さ
に

驚
い
た
。」「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
高
校
生
な
ら
で
は
の
発
想
が
あ

り
、
企
業
と
し
て
も
参
考
に
な
っ

た
。」「
次
回
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

改
善
し
て
実
施
し
た
い
。」な
ど
の

報
告
が
あ
り
、
生
徒
及
び
企
業
双

方
に
有
意
義
な
職
場
見
学
会
と
な

り
ま
し
た
。

部
会
だ
よ
り

高
校
生
を
対
象
に
職
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

経
営
支
援
部
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栃木県よろず
支援拠点

令
和
５
年
度「
支
援
事
例
発
表
セ
ミ
ナ
ー
」

開
催
の
ご
案
内

で
す
。
早
け
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
改

善
策
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
は
入
口
部
分
の
み
で
す

が
、
事
例
を
含
め
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

〈
２
部
〉 

支
援
事
例
紹
介

◎
売
上
拡
大

社
内
で
作
り
上
げ
た
軸
と
な

る
ビ
ジ
ョ
ン
や
理
念
の
制
定

◎
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
　

消
費
者
の
生
の
声
が
聞
き
た

い
！ 

新
商
品
を
元
に
実
施
し

た
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

◎
新
商
品
開
発

佐
野
の
水
を
使
っ
た
佐
野
ブ
ラ

ン
ド
化
粧
水
の
新
商
品
開
発

※
講
演
内
容
の
詳
細
は
公
式
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法

　

公
式
サ
イ
ト
か
ら
申
込

栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
か
ら
の
お
知
ら
せ

問合せ

栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

☎
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7
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2
6
1
8

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
土
日
祝
休
）

　

栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
と

（
公
財
）栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
は
、
栃
木
県
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
が
支
援
し
た
最
新
の
支

援
事
例
を
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
経
営
者
の
方

だ
け
で
な
く
、
金
融
機
関
や
支

援
機
関
、
士
業
の
方
に
も
参
考

に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

3
月
22
日（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

【
会
場
】

と
ち
ぎ
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

2
階  

第
2
・
第
3
会
議
室

（
宇
都
宮
市
ゆ
い
の
杜
1
-5
-40
）

【
内
容
】

〈
１
部
〉 

基
調
講
演　

廃
業
支
援
は
、な
ぜ
必
要
な
の
か
！

　

廃
業
に
関
す
る
相
談
を
し
た

い
が
、「
自
社
に
不
利
な
る
の
で

は
」と
考
え
る
社
長
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
の
躊
躇
が
結
果
的
に

手
遅
れ
と
な
り
企
業
悪
化
を
加

速
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

解
決
策
の
第
一
は
早
め
の
相
談

中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
は

中
小
企
業
の
駆
け
込
み
寺
で
す

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）
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栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議

会
は
、
金
融
機
関
・
民
間
専
門
家
・

各
種
支
援
機
関
と
連
携
し「
地
域
全

体
で
の
収
益
力
改
善
、
経
営
改
善
、

事
業
再
生
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
最
大

化
」を
追
求
す
る
公
的
機
関
で
す
。

　

財
務
上
の
課
題
を
お
持
ち
の
中

小
企
業
の
相
談
に
対
し
て
、
面
談

や
資
料
の
分
析
を
通
し
た
経
営
上

の
問
題
点
や
具
体
的
な
課
題
の
抽

出
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
飲

食
業
、
宿
泊
業
等
専
門
窓
口
の
設
置

や
栃
木
県
信
用
保
証
協
会
と
連
携

し
、
支
援
を
よ
り
一
層
強
化
し
て
い

ま
す
。

　

公
正
中
立
な
公
的
機
関
と
し
て
、

中
小
企
業
の
実
態
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
幅
広
く
支
援
策
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ご
相
談
は
、
事
前
に
電
話
で
の
ご

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

収益力改善支援

事業再生支援

再チャレンジ支援

経営改善計画策定支援事業

◎相談の流れ

◎面談や資料の分析を通じて経営上の問題点や具体的
  な課題を抽出
◎課題解決に向けて適切なアドバイス

都道府県の中小企業活性化協議会

第１次段階　窓口相談

財務上の課題を持つ中小企業

関係支援機関の
機能活用が適当であると

判断した場合

よろず支援拠点等の
支援機関を紹介

協議会の事業で対応

ご相談
金融機関 ご相談

ご相談
商工会・商工会議所や

税理士など

栃木県中小企業
活性化協議会
ホームページ

192,500円（税込）パンフレット
（A4以下、30gまで）

115,500円（税込）B4／A3
（二つ折り）

82,500円（税込）A4／B5

過去1年間で5回以上ご利用実績がある方は
さらに20%OFF！

■A4チラシの場合

※関係団体500団体にも発送

※当所会員向けのサービスです

＠84円×7,000社＝

  588,000円

約50万円も
コストダウン可能！

　

本
誌
に
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
、
市

内
事
業
所
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
。
有

料
折
込
サ
ー
ビ
ス
は
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
チ
ラ
シ
を

７
０
０
０
部
ご
用
意
い
た
だ
き
、
会

報
誌
に
同
封
し
て
発
送
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

《
ポ
イ
ン
ト
》

◎
企
業
向
け
広
告
に
強
い
！

　

市
内
約
６
５
０
０
事
業
所
の
代

表
者
宛
に
発
送
し
て
い
る
た
め
、
経

営
者
の
手
元
に
届
く
可
能
性
が
高
く
、

高
い
訴
求
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

◎
高
い
開
封
率
！

　

Ｏ
Ｐ
Ｐ
袋
に
会
報「
天
地
人
」と
同

封
し
て
送
付
す
る
た
め
、
単
独
Ｄ
M

に
比
べ
て
高
い
開
封
率
が
期
待
で
き

ま
す
。

◎
発
送
コ
ス
ト
を
削
減
！

　

単
独
Ｄ
M
と
比
べ
て
発
送
コ
ス
ト

を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
申
込
方
法
】

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
天
地
人
の
メ
ー
ル
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
む
か
、
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
窓
口
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

有
料
折
込
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

セ
ミ
ナ
ー
の
集
客
や
商
品・サ
ー
ビ
ス
の

P
R
に
お
困
り
で
は
な
い
で
す
か
？

総
務
部
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WEB天地人透明な袋に同封して発送します

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会
議

所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
無
保

証
人
・
低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
国（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
公
的

融
資
制
度
で
す
。

■
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く

◎ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
管
内
で
１
年

以
上
営
業
し
て
お
り
、
商
工
会
議

所
の
経
営
指
導
を
６
カ
月
以
上

受
け
て
い
る
方

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方

※ 
日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん

マ
ル
経
融
資

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

■
融
資
の
流
れ

■
マ
ル
経
融
資
の
概
要

※お申し込みから融資実行までに1ヵ月程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.20％
（令和6年1月31日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

■
融
資
の
流
れ

■
マ
ル
経
融
資
の
概
要

※お申し込みから融資実行までに1ヵ月程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.20％
（令和6年1月31日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
マ

ル
経
の
取
り
扱
い
は
令
和
6
年

3
月
末
ま
で
の
予
定
で
す
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専 門 相 談

無料の専門相談をご利用ください
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 2月13日（火）、3月12日（火）  午後１時30分〜４時30分
受　付	 当日受付　午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■無料ＩＴ相談会（原則隔月第１水曜日・要予約）
日　時	 3月6日（水）  午後１時30分〜４時30分
受　付	 当所ホームページから受付または電話予約
内　容	 営業・販路開拓（クラウドサービス・ＥＣサイト・キャッシュレス

決済など）、働き方の改善（リモートワーク・テレワーク環境
整備・Web会議など）、サイバーセキュリティ対策などＩＴを活
用した経営・業務課題の改善をお考えの方

相談員	 （公財）日本電信電話ユーザ協会 栃木支部 
	   支援担当者
問合せ	 経営支援部

■ 1日知財窓口（偶数月第3金曜日・要予約）
日　時	 2月16日（金）　午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

■税務相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
受　付	 電話予約
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■事業承継窓口相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
受　付	 電話予約
内　容	 事業承継に関する相談
相談員	 栃木県事業承継・引継ぎ支援センター担当者
問合せ	 経営支援部

■働き方改革相談窓口（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 有給休暇年５日の確実な取得、時間外労働の上限規制、
	 同一労働同一賃金など
相談員	 社会保険労務士等有資格者
問合せ	 地域振興部

■オンライン経営相談（要予約）
日　時	 希望により調整（午前9時〜午後3時 相談時間50分）
受　付	 当所ホームページから受付
内　容	 事業再構築補助金、小規模事業者持続化補助金、	 	
	 ものづくり補助金、IT導入補助金、資金繰り、販路開拓ほか
相談員	 中小企業診断士	
問合せ	 経営支援部

■栃木県よろず支援拠点サテライト拠点（毎週木曜日・要予約）
日　時	 2月15日（木）、2月22日（木）、2月29日（木）、3月7日（木）、3月14日（木）
	 午前9時〜午後5時
受　付	 栃木県よろず支援拠点ホームページから受付または電話予約
内　容	 経営に関すること全般
相談員	 栃木県よろず支援拠点コーディネーター	
問合せ	 栃木県よろず支援拠点　☎028-680-2618
	 経営支援部

相談
無料

オンライン
経営相談

法律相談

栃木県よろず
支援拠点

一日知財窓口

無料IT相談会

有限会社 随想舎
☎028-616-6605  5028-616-6607
株式会社 とちぎテラス
☎028-678-2720  5028-678-2740 〈問合せ〉 総務部 ☎028-６３７-３１３１

宇都宮商工会議所  総務部
☎028-637-3131
5028-634-8694

入会希望事業所を
ご紹介ください

－ がんばる経営をお手伝いします －「天地人」広告の申し込み・問合せは

「天地人」広告募集
会員登録情報の変更について

変更がありましたら
ご一報ください！

　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所ま
たは事務所の移動による住所の変更、代表者また
は支店長の変更などが生じました場合には、総務
部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

税務相談

Information

オンライン研修講座（共催：東京商工会議所）

年間140講座が
オンラインで受講可能

日　時	 ２月27日（火）　午前10時〜午後４時30分
内　容	 給与計算を行う上で必要となる労働基準法、社会保険、税金

に関する基本知識について分かりやすく解説し、毎月の給与
計算を正確に行えるよう身に付けます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

まもなく開催するオンライン研修講座の一部をお知らせします。

給与計算の実務講座

日　時	 4月19日（金）　午後１時〜４時
内　容	 普段から気を付けたいポイントを職場の身近なケースを通じ

て学びます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：28,600円 ➡ 会員：14,300円 

日　時	 4月25日（木）　午後１時〜４時30分
内　容	 上司・同僚と連携をとりながら円滑に仕事を進めるために必

要なスキルが「報告」「連絡」「相談」です。この「報・連・相」
に焦点を絞り理解を深めます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：28,600円 ➡ 会員：14,300円 

視聴方法：Zoomライブ配信
申　　込：	各研修の申し込みページまたは当所
　　　　　ホームページ（オンライン研修講座）の
　　　　　専用申込フォームからお申し込みください。
問 合 せ : 総務部 ☎028-637-3131

事例で学ぶ！ 新入社員のための
コンプライアンス講座

日　時	 3月7日（木）　午前10時〜午後４時
内　容	 新任の貿易実務担当者や、これから貿易ビジネスを始める方

を対象に、貿易取引の一連の流れと基礎的な実務知識を解説
します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

新入社員のための
「報・連・相」徹底訓練講座

■研修内容

※令和5年度の年間研修ガイドブックを発行しました。研修講座
内容の詳細や年間スケジュールは、記載の二次元バーコードか
らご確認ください。

当所ホームページ
（オンライン研修講座）

貿易実務講座〔基礎編〕

家
内
労
働
委
託
状
況
届
の

提
出
は
４
月
30
日
ま
で
で
す

ペ
ー
ジ
の
構
築
な
ど
の
物
の
加

工
を
伴
わ
な
い
委
託
は
原
則
と

し
て
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
栃
木
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室
ま
た
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

栃
木
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
御
活
用
く
だ
さ
い
。

栃
木
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

問合せ

栃
木
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
0
2
8-

6
3
4-

9
1
0
9

https://jsite.m
hlw

.go.jp/
tochigi-roudoukyoku/

栃木労働局公式サイト

　

家
内
労
働
者
へ
内
職
等
を
委

託
し
て
い
る
事
業
主
は
、
家
内

労
働
法
に
よ
る「
委
託
者
」に
な

り
ま
す
の
で
、「
委
託
状
況
届
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
は
毎
年
４
月
１
日
現
在

の
家
内
労
働
者
数
等
の
現
況
に

つ
い
て
、
労
働
基
準
監
督
署
を

経
由
し
て
栃
木
労
働
局
に
届
け

出
る
も
の
で
す
。

　

届
出
用
紙
は
、
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
、
ま
た
は
、
栃

木
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の【
各

種
法
令
・
制
度
・
手
続 

→ 

家
内

労
働
関
係 

→ 

家
内
労
働
委
託
者

の
み
な
さ
ま
】か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
の
で
、
労
働
基
準

監
督
署
に
４
月
30
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
内
労
働
法
に
い
う

「
家
内
労
働
者
」と
は
、
物
品
の

提
供
を
受
け
、
他
人
を
使
わ
ず

自
己
ひ
と
り
、
ま
た
は
同
居
の

家
族
だ
け
で
物
品
の
製
造
・
加

工
に
従
事
し
、
工
賃
を
得
て
い

る
人
を
い
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
宛
名
書
き
の

よ
う
な
事
務
の
代
行
、
ホ
ー
ム

健
康
づ
く
り
事
業
者
表
彰
の

受
賞
者
が
決
定

※
令
和
6
年
度
の
募
集
は
9
月
頃

開
始

■
令
和
５
年
度
健
康
づ
く
り
事
業

者
表
彰
受
賞
者（
敬
称
略
、
50
音

順
）

　

ア
ペ
ッ
ク
ス
宇
都
宮
営
業
所
、

小
川
組
、
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
、
北

関
東
工
管
、
河
内
山
工
業
、
コ
ジ
マ
、

サ
ク
シ
ー
ド
、
新
成
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
、
成
常
建
設
、
清
明
建
設
、

ダ
イ
ミ
ッ
ク
、
高
橋
佑
知
商
店
、

中
央
測
工
、
中
央
保
険
事
務
所
、

東
栄
電
設
、
栃
木
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
栃
木
、
な
ら
で

わ
、
庭
野
建
設
、
根
本
塗
装
、
日

下
田
工
業
、
廣
野
鐵
工
所
、
福
田

土
木
造
園
、
誉
幸
電
気
工
業
、
六

洽
建
設
、
Ｙ
Ｔ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン

宇
都
宮
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

問合せ

宇
都
宮
市
保
健
所
健
康
増
進
課

☎
0
2
8-

6
2
6-

1
1
2
6

　

働
く
世
代
の
健
康
づ
く
り
の
推

進
に
は
、
事
業
者
自
ら
が
主
体
的

に
従
業
員
の
健
康
づ
く
り
を
担
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
受
賞
し
た
事

業
者
の
取
り
組
み
な
ど
を
参
考
に
、

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
健
康
づ
く
り
事
業
者
表
彰
と
は

　

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
を
積
極

的
に
取
り
組
む
事
業
者
を
表
彰
す

る
制
度
で
す
。
令
和
５
年
度
は
26

社
が
受
賞
し
ま
し
た
。

■
主
な
取
り
組
み

　

健
診
の
受
診
勧
奨（
人
間
ド
ッ

ク
費
用
や
再
検
査
費
用
を
全
額
補

助　

な
ど
）、
た
ば
こ
対
策（
禁
煙

成
功
者
と
非
喫
煙
者
に
健
康
増
進

手
当
な
ど
）、
心
の
健
康
づ
く
り

（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー
の

実
施
な
ど
） 
他

■
そ
の
他　

　

受
賞
事
業
者
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
ほ
か
、
入

札
制
度
の
優
遇
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

求
人
票
へ
の
受
賞
歴
の
記
載
な
ど

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

日　時	 4月5日（金）　午前10時〜午後４時30分
内　容	 社会人・企業人としての意識と心構えを醸成し、目的を持っ

て働くことを学びます。仕事の進め方の基本を理解します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

新入社員ビジネス基礎講座
〔1日コース・オンライン〕 講座No.202279

日　時	 ４月23日（火）　午前10時〜午後４時30分
内　容	 効率的な業務遂行するメリットを理解していただき、段取り力

向上への興味を促します。積極的に業務改善したくなるマイ
ンドセットを行います。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

新入社員のための
「仕事の段取り力」養成講座 講座No.202321 取組事例紹介

講座No.201127

講座No.201159

講座No.202301

講座No.202304



心に潤いを

ミュージアムガイド

　

次
世
代
型
路
面
電
車
（
L
R
T
）
の
開

業
に
よ
り
、
宇
都
宮
市
東
部
地
区
の
沿
線
が

活
気
づ
い
て
い
ま
す
。
鬼
怒
川
を
渡
る
と
停

留
場
「
飛
山
城
跡
」
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら

約
20
分
歩
く
と
「
国
史
跡
飛
山
城
跡
」
を

整
備
し
た
「
飛
山
城
史
跡
公
園
」
に
行
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

飛
山
城
は
鎌
倉
時
代
末
の
永
仁
年
間

（
1
2
9
3
～
99
）
に
宇
都
宮
氏
の
重
臣
・

芳は

賀が

高た
か

俊と
し

に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
、
天
正
18（
1
5
9
0
）年
7
月
、
豊
臣

秀
吉
が
出
し
た
破
却
令
で
廃
城
と
な
っ
た
と

伝
わ
って
い
ま
す
。

　

公
園
内
に
は
、
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た

建
物
跡
を
復
元
し
た
建
築
物
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、12
世
紀
後
半
頃
に
つ
く
ら
れ
た

『
粉こ

河か
わ

寺で
ら

縁え
ん

起ぎ

絵え

巻ま
き

』
第
五
段
に
描
か
れ
た

「
的ま

と

印じ
る
しの
家
」
を
参
考
に
復
元
さ
れ
た
中
世

の
竪
穴
建
物
や
掘
立
柱
建
物
の
ほ
か
、
1
棟

だ
け
奈
良
・
平
安
時
代
の
壁
構
造
を
持
つ
竪

穴
建
物
を
復
元
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
（
写

真
参
照
）。
中
世
の
城
跡
な
の
に
な
ぜ
？ 

と

思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
答
え
に
こ
の
城
の
名
前
で
あ
る
「
飛
山
」

が
関
わ
って
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　

平
成
4（
1
9
9
2
）
年
度
か
ら
公
園
整

備
の
た
め
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
城
郭
内

で
は
堀
や
土
塁
、
建
物
跡
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

遺
構
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
中
世
の

城
館
の
時
代
の
下
層
か
ら
奈
良
・
平
安
時
代

の
竪
穴
建
物
跡
な
ど
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
、

多
く
の
出
土
遺
物
の
中
に
1
点
だ
け
器
の

底
部
に
墨
で
「
烽と

ぶ
ひ
や家
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土

器
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
烽
家
」
は
烽ほ

う

火か

の
こ
と
を
指
す
言

葉
と
想
定
さ
れ
、
烽
火
は
古
く
は
弥
生
時
代

に
ク
ニ
と
ク
ニ
の
争
い
の
中
で
敵
の
襲
撃
か
ら

の
防
御
を
重
要
視
し
丘
の
上
な
ど
に
つ
く
ら

れ
た
集
落
な
ど
の
高
台
に
置
か
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
本
格
的
な
烽
火
台
の
配
置

は
6
6
3
年
の
白
村
江
の
敗
戦
で
唐
・
新

羅
連
合
軍
の
本
土
進
攻
に
備
え
る
た
め
の
通

信
手
段
と
し
て
北
部
九
州
か
ら
瀬
戸
内
海

沿
岸
や
四
国
に
配
置
さ
れ
、
現
在
の
大
阪
府

八
尾
市
と
奈
良
県
生
駒
郡
平
群
町
に
ま
た

が
る
高
安
山
に
置
か
れ
た
高た

か
や
す
の
き

安
城
を
経
由

し
、
飛
鳥
や
難
波
の
宮
都
に
情
報
が
伝
わ
る

仕
組
み
と
な
って
い
ま
し
た
。

　

飛
山
城
跡
で
出
土
し
た
「
烽
家
」
の
文

字
は
こ
の
連
合
軍
に
対
処
す
る
た
め
の
烽
火

台
で
は
な
く
、
奈
良
時
代
中
頃
か
ら
平
安
時

代
前
半
期
に
行
わ
れ
た
蝦
夷
と
の
戦
い
に
備

え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

7
0
1
年
に
唐
の
制
度
を
ま
ね
て
制
定

さ
れ
た
法
律
「
大
宝
律
令
」
の
「
軍
防
令
」

と
い
う
軍
隊
に
関
す
る
条
項
（
置
烽
条
）
に

は
烽の

ろ
し
だ
い

火
台
を
40
里
（
約
21
㎞
）
ご
と
に
配
置

せ
よ
と
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。（
山
間
部
は

距
離
の
規
定
に
と
ら
わ
れ
ず
、
よ
く
見
え
る

と
こ
ろ
に
配
置
す
る
よ
う
と
補
足
さ
れ
て
い

ま
す
）。
さ
ら
に
「
昼
夜
、
時
間
を
空
け
ず

に
監
視
す
る
こ
と
。
烽
を
放
つ
場
合
に
は
、

昼
は
煙
を
放
ち
、
夜
は
火
を
放
つ
こ
と
。
烽

火
を
上
げ
る
時
間
は
一
刻
（
30
分
）
程
度

と
す
る
こ
と
。
烽
火
を
1
回
上
げ
終
わ
る

ま
で
に
次
（
前
方
）
の
烽
が
応
答
し
な
い
場

合
は
、す
ぐ
に
脚
力
（
徒
歩
に
よ
る
連
絡
員
）

を
遣
わ
し
て
連
絡
を
と
る
こ
と
。
さ
ら
に
こ

の
作
業
に
従
事
す
る
者
は
、
3
年
間
勤
務

可
能
な
身
元
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
者
を
選

び
、
公
務
中
は
勝
手
に
元
場
を
離
れ
て
は
い

け
な
い
。
と
あ
り
、
伝
わ
ら
な
い
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
場
合
、
徹
底
し
て
原
因
を

調
査
し
、
直
ち
に
官
司
（
国
司
）
に
報
告
す

る
こ
と
」
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飛
山
城
跡
の
発
掘
調
査
で
45ｍ
間
隔
に
並

ん
だ
烽
台
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
、
法
規
の

と
お
り
に
烽
火
台
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
解
明
し
ま
し
た
。

　
「
烽
家
」
の
文
字
が
記
さ
れ
た
須す

え

き

恵
器
・

坏つ
き

は
9
世
紀
中
頃
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で

す
が
、
蝦
夷
と
の
戦
い
は
宝
亀
５
（
7
7
4
）

年
か
ら
弘
仁
2
年
（
8
1
1
）
年
ま
で
の
38

年
間
は
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
桃
生
城
の

襲
撃
、
伊こ

れ

治は
る

公の

呰あ
ざ

麻ま

呂ろ

の
乱
、
多
賀
城
襲

撃
な
ど
、
政
府
軍
が
危
機
に
陥
る
戦
い
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
火
急
を
要
す
る
知
ら
せ

が
、
こ
の
烽
火
に
よ
り
都
に
届
け
ら
れ
た
頃

に
使
わ
れ
た
土
器
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

飛山城跡公園内に復元された古代竪穴建物
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◎栃木県立博物館 
☎028-634-1311�

人文系テーマ展
「下野薬師寺と龍興寺～鑑真和上とゆかり
のある名刹～」
2月24日（土）～3月31日（日）
　下野市にある古刹龍興寺と鑑真和上との関わりを
解説。龍興寺は鑑真和上が開基した霊場。下野薬
師寺の別院として680年（白鳳8）が建立し、聖武天
皇の勅願により鑑真和上761（天平宝字5）に唐の
揚州龍興寺、舎那殿壇を当時に移したものである。

一般＝260円／大・高生＝120円
中学生以下無料

◎栃木県立美術館 
☎028-621-3566

企画展「春陽会誕生100年  それぞれの闘い
岸田劉生、中川一政から岡鹿之助へ」
3月3日（日）まで
　1922年、小杉未醒、山本鼎、森田恒友、長谷川昇
らと、岸田劉生らを中心としたメンバーによる、画家の自
由な活動を支援する団体、春陽会が発足。西洋の最先端
の美術動向に敏感でありながら、東洋的なもの、日本的
なものへの志向を特色として、油彩だけではなく、版画
や挿絵など多岐にわたる創作発表の場を提供。（当館ホー
ムーページより）
一般＝1000円／大・高生＝600円
中学生以下無料

◎宇都宮美術館 
☎028-643-0100�
企画展「イヴ・ネッツハマー  ささめく葉は
空気の言問」
3月10日（日）～ 5月12日（日）
　スイス現代美術を代表する映像インスタレーション作
家、イヴ・ネッツハマー（1970 ～）による、日本で最初
の個展。デジタル・アニメーションの虚空間と奇妙なオブ
ジェを掛け合わせ、土地の記憶の深層に潜行して起源の
謎を照らし出すネッツハマーが、大谷という巨大な地下空
洞を宿す街、宇都宮と出会う。（当館ホームーページより）
※2月29日まで休館

一般＝1000円／大・高生＝800円
中・小生＝600円

　

先
日
、
貸
し
切
り
列
車
に
乗
っ

て
き
ま
し
た
。
乗
車
し
た
の
は
、

小
田
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
「
Ｖ
Ｓ
Ｅ
」

で
す
。
白
い
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
と
し

て
知
ら
れ
て
お
り
、
箱
根
に
向
か

う
看
板
特
急
で
す
。
２
０
０
５
年

に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
比
較
的
新
し
い

電
車
で
す
が
、
特
殊
な
装
置
が
多

く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
難
し
い
た
め
、

２
０
２
３
年
12
月
に
わ
ず
か
18
年

で
引
退
と
な
り
ま
し
た
。
乗
車
し

た
当
日
は
引
退
日
の
２
週
間
ほ
ど

前
で
あ
り
、
こ
ん
な
に
快
適
で
き

れ
い
な
車
両
な
の
に
残
念
、
と
思

い
な
が
ら
最
後
の
お
別
れ
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
近
は
鉄
道
関
係
の
友
人
が
増

え
て
き
て
、
貸
し
切
り
列
車
の
お

誘
い
を
受
け
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
通
常
は
走
ら
な
い
ル
ー

ト
を
走
っ
た
り
、
ロ
ン
グ
シ
ー
ト

の
通
勤
電
車
で
食
事
や
お
酒
を
楽

し
ん
だ
り
と
、
普
段
の
電
車
で
は

決
し
て
で
き
な
い
体
験
が
で
き
る

の
が
貸
し
切
り
列
車
の
醍
醐
味

（
だ
い
ご
み
）で
す
。

　
「
電
車
を
貸
し
切
る
の
は
大
変

だ
よ
ね
」と
友
人
に
尋
ね
て
み
た

と
こ
ろ
、
今
回
の
よ
う
に
大
が
か

り
で
な
く
て
も
、
人
数
さ
え
そ
ろ

え
ば
、
観
光
バ
ス
と
同
じ
よ
う
に

貸
し
切
り
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
特
に
、
地
方
鉄
道
は
貸
し

切
り
が
し
や
す
い
よ
う
で
す
。
検

索
し
て
み
る
と
、
関
東
鉄
道
や
富

山
地
方
鉄
道
、
高
松
琴
平
電
気
鉄

道
な
ど
、
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
貸
し
切
り
列
車
の
情
報
を
載
せ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

車
内
で
飲
食
で
き
、
持
ち
込
み

も
可
能
で
す
。
飲
み
放
題
が
あ
っ

た
り
、
お
弁
当
の
手
配
を
し
て
く

れ
た
り
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

バ
ス
と
違
っ
て
車
内
の
移
動
が
自

由
な
の
で
、
い
ろ
ん
な
座
席
を

回
っ
て
話
せ
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

青
森
を
走
る
弘
南
鉄
道
で
は
、
電

車
の
床
に
畳
を
敷
い
た
お
座
敷
列

車
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

　

料
金
も
、
乗
車
区
間
の
運
賃
を

車
両
の
定
員
分
支
払
え
ば
貸
し
切

れ
る
場
合
が
多
く
、
普
段
の
飲
み

会
の
金
額
＋
α
程
度
で
楽
し
め
ま

す
。
そ
の
中
で
も
路
面
電
車
は
小

さ
い
車
両
１
両
だ
け
で
走
る
の
で
、

少
な
い
人
数
で
手
頃
な
価
格
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

職
場
の
仲
間
と
の
宴
会
や
、

サ
ー
ク
ル
の
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
人

数
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
、

貸
し
切
り
列
車
の
利
用
は
お
勧
め

で
す
。
周
り
の
人
を
気
に
せ
ず
、

み
ん
な
で
に
ぎ
や
か
に
で
き
ま
す

し
、
移
り
変
わ
る
景
色
を
眺
め
な

が
ら
楽
し
め
る
の
は
、
店
で
は
味

わ
え
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
す
。

普
段
、
鉄
道
を
あ
ま
り
使
わ
な
い

人
も
、
ぜ
ひ
貸
し
切
り
列
車
に

乗
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
地
域
に

と
っ
て
重
要
な
鉄
道
の
良
さ
を
、

改
め
て
感
じ
ら
れ
て
い
い
で
す
よ
。

鉄
道
を
利
用
し
て
残
せ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
も
、
地
域
経
済
の
基
盤

と
し
て
大
切
で
す
。

　

春
に
は
、
満
開
の
桜
を
貸
し
切

り
列
車
の
車
窓
か
ら
花
見
を
す
る

の
も
い
い
で
す
ね
。
た
だ
、
ト
イ

レ
が
な
い
車
両
が
多
く
ト
イ
レ
休

憩
の
時
間
ま
で
待
た
な
い
と
い
け

な
い
の
で
、
飲
み
過
ぎ
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

第11回

※新型コロナウイルス対策により休館、延期になる場合がありますので、お出かけの際は事前にお確かめください。

「
貸
し
切
り
列
車
の
す
す
め
」

気
象
予
報
士
兼
税
理
士
　
藤
富
　
郷

第11回

風雲急を告げる
下野市教育委員会事務局文化財課  山口  耕一

藤富　郷／ふじとみ・ごう

　気象予報士、税理士。埼玉県三郷市生まれ。早稲田大学大学院理工学研究科修了。大学院在学中に気象予報士
に登録。日本テレビ「スッキリ」で気象キャスター。さらに、出演しながら税理士試験に合格し、２０１６年に開業。21 年に
越谷税務署長表彰受賞。趣味の鉄道では、鉄道イベント出演や時刻表、鉄道模型雑誌にコラムを寄稿。プログラミング
やダムにも造詣が深く、“複業”として得意を組み合わせて幅広く活躍中。地元の「三郷市ＰＲ大使」を務めるなど、地域
とも関わりも深めている。

①2年連続  ②3年連続  ③4年連続  ④5年連続

〈今月号の答え〉  ③ ４年連続
〈解説〉一般社団法人 日本バーテンダー協会（Ｎ.Ｂ.Ａ.)が開催している全国バーテンダー技能競技大会で、第14回から第17回まで宇都宮で腕を磨

いたバーテンダーが優勝を飾りました。宇都宮はカクテルのまちとして有名で、まちなかでさまざまなカクテルを楽しめます。

Ｑ. 全国バーテンダー技能競技大会で、宇都宮で腕を磨いたバーテンダーが連続で総合優勝を飾った
ことがありますが、その年数で正しいのは次のうちどれでしょうか。

あなたも挑戦！「宮のもの知りクイズ」
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令
和
5
年
3
月
号
で
も
ご
紹
介
し
て
い
る
事

業
系
食
品
ロ
ス
削
減
対
策
実
証
事
業
は
、
栃
木

県
と
宇
都
宮
商
工
会
議
所
等
が
連
携
し
て
実
施

し
て
い
る
事
業
で
す
。
本
年
度
も
県
内
事
業
者

と
協
力
し
な
が
ら
実
証
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
福
田
屋
百
貨
店
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

宇
都
宮
店
（
以
下
、
F
K
D
宇
都
宮
店
）
で

実
施
さ
れ
た
実
証
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

【
事
業
概
要
】

　

複
数
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
含
む
食
品
ロ
ス

削
減
の
た
め
の
ツ
ー
ル
を
使
い
、
事
業
系
食

品
ロ
ス
削
減
の
効
果
お
よ
び
経
費
削
減
な
ど

経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
を
検
証
し
、

得
ら
れ
た
知
見
を
県
内
同
業
者
に
広
げ
る
。

【
協
力
事
業
者
】

㈱
福
田
屋
百
貨
店（
F
K
D
宇
都
宮
店
）

【
支
援
機
関
】
宇
都
宮
商
工
会
議
所

【
期
間
】

令
和
5
年
7
月
1
日
〜
10
月
31
日
ま
で（
4

カ
月
）

【
実
証
事
業
の
内
容
】

① 

専
用
マッ
ト
に
よ
る
在
庫
管
理
の
自
動
化

② 

専
用
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
温
度
管
理
の
自
動

化
③ 

需
要
予
測
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
仕
入
・
品
出

し
の
最
適
化

④ 

て
ま
え
ど
り
啓
発

　　

商
品
を
上
に
置
く
と
重
量
を
測
定
し
、
離
れ

た
事
務
所
に
在
庫
デ
ー
タ
と
し
て
送
信
す
る
機

能
を
持
つ「
ス
マ
ー
ト
マッ
ト
」を
使
用
し
ま
し
た
。

　

目
的
は
、
誤
発
注
に
よ
る
食
品
廃
棄
の
防
止
と

在
庫
管
理
に
割
く
人
的
コ
ス
ト
の
低
減
で
し
た
。

　

担
当
者
は
事
務
所
で
在
庫
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

在
庫
管
理
や
追
加
発
注
な
ど
の
業
務
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
対
象
食
材
は
冷
蔵
庫
内
の
牛

乳
と
豆
腐
。
ま
た
食
材
で
は
な
い
で
す
が
業
務

効
率
化
の
効
果
検
証
を
行
う
た
め
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
も
対
象
商
品
と
し
ま
し
た
。

【
実
際
の
効
果
や
課
題
】

◎
実
施
前
に
比
べ
て
値
引
販
売
数
が
下
が
り
、

食
品
ロ
ス
削
減
効
果
が
得
ら
れ
た
。

◎
ス
マ
ー
ト
マ
ッ
ト
導
入
費
用
と
比
べ
て
人
件
費

削
減
効
果
の
幅
が
大
き
く
、
在
庫
管
理
コ
ス

ト
の
削
減
が
期
待
で
き
る
。

◎
台
数
の
増
加
や
自
動
発
注
導
入
な
ど
で
さ
ら

な
る
設
置
効
果
が
期
待
で
き
る
。

【
考
察
】

　

牛
乳
や
豆
腐
は
日
配
品
で
あ
り
、
入
荷
後
に

即
陳
列
す
る
た
め
、
在
庫
を
持
た
な
い
商
品
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
従
業
員
か
ら
は
効
果
を
感
じ

に
く
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
実

際
の
値
引
販
売
や
廃
棄
数
は
低
減
し
て
い
る
た

め
、
対
象
商
品
の
見
直
し
・
拡
大
な
ど
に
よ
っ
て

よ
り
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

冷
凍
冷
蔵
庫
に
専
用
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け
、

庫
内
の
温
度
管
理
デ
ー
タ
を
送
信
し
、
開
け
放

し
や
故
障
時
に
は
Ｐ
Ｃ
に
ア
ラ
ー
ト
通
知
さ
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

目
的
は
、
温
度
管
理
に
必
要
な
人
的
コ
ス
ト
の

低
減
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
食
品
ロ
ス
防
止

で
し
た
。

【
実
際
の
効
果
や
課
題
】

◎
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
は
担
当
者
に
メ
ー
ル
配
信

さ
れ
る
た
め
、
異
常
発
見
ま
で
の
時
間
が
短

縮
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

◎
実
施
期
間
中
は
温
度
管
理
ミ
ス
に
起
因
す
る

食
品
ロ
ス
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

【
考
察
】

　

H
A
C
C
P
等
の
食
品
衛
生
管
理
上
の
ル
ー

ル
で
求
め
ら
れ
て
い
る
温
度
管
理
の
記
録
・
保
存

が
ク
ラ
ウ
ド
上
で
保
存
で
き
、
記
録
頻
度
の
高
い

デ
ー
タ
を
蓄
積
で
き
る
た
め
、
異
常
や
事
故
発

生
時
の
原
因
究
明
に
役
立
ち
ま
す
。
現
場
責
任

者
か
ら
は
温
度
セ
ン
サ
ー
の
信
頼
性
を
得
る
ま
で

は
手
管
理
と
併
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
セ
ン
サ
ー

管
理
で
一
本
化
で
き
る
と
の
実
感
を
得
ま
し
た
。

　

気
象
情
報
と
Ｐ
Ｏ
Ｓ
情
報
を
集
約
し
た
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て
商
品
毎
の
需
要
予
測

を
分
析
し
ま
す
。
対
象
は
惣
菜
、麺
類
、ゼ
リ
ー
、

酒
類
の
中
か
ら
6
商
品
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

予
測
結
果
を
も
と
に
売
場
担
当
者
が
仕
入
・

品
出
し
を
行
う
こ
と
で
需
給
差
を
無
く
し
、
食

品
ロ
ス
を
防
止
す
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。

【
実
際
の
効
果
や
課
題
】

◎
実
施
前
に
比
べ
て
値
引
販
売
や
廃
棄
が
減
少

し
た
。

◎
従
業
員
の
経
験
に
よ
る
発
注
に
デ
ー
タ
面
で
の

裏
付
け
が
で
き
た
。

◎
費
用
対
効
果
の
向
上
が
確
認
で
き
た
。

【
考
察
】

　

過
去
の
来
店
客
数
や
セ
ー
ル
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

変
動
デ
ー
タ
な
ど
自
社
デ
ー
タ
と
の
紐
付
け
が
で

き
な
い
た
め
、
需
要
予
測
を
参
考
に
、
従
業
員

の
経
験
で
補
完
し
て
の
発
注
と
な
り
ま
し
た
。

　

変
動
デ
ー
タ
が
要
素
に
加
わ
れ
ば
予
測
精
度

が
上
が
り
、
経
験
が
必
要
な
属
人
的
な
作
業
を

減
ら
し
、
人
員
配
置
の
効
率
化
が
見
込
め
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

売
場
に
陳
列
さ
れ
た
商
品
を
手
前
か
ら
と
る

こ
と
を
Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
啓
発
し
ま

す
。
対
象
食
材
は
食
パ
ン
や
浅
漬
け
、
油
揚
げ
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
、
加
工
肉
か
ら
5
商
品
を
選
定
し

ま
し
た
。

　

賞
味
期
限
や
消
費
期
限
切
れ
に
よ
る
食
品
ロ

ス
防
止
が
目
的
で
し
た
。

【
実
際
の
効
果
や
課
題
】

◎
P
O
P
を
見
た
お
客
さ
ま
が
手
前
取
り
を
す

る
光
景
が
見
ら
れ
た
。

◎
値
引
販
売
や
廃
棄
が
大
き
く
減
少
し
て
お

り
、
啓
発
活
動
が
浸
透
し
た
も
の
と
推
察
さ

れ
る
。

◎
従
業
員
が
て
ま
え
ど
り
を
意
識
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。

【
考
察
】

　

て
ま
え
ど
り
の
啓
発
は
お
客
さ
ま
に
も
受
け

入
れ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
継
続
す
る
こ
と
で
店
舗

の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
に
貢
献
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
方
で
保
存
期
間
が
長
い
納
豆
の
よ
う
な
常
備
品

は
賞
味
・
消
費
期
限
が
長
い
も
の
が
選
ば
れ
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
掲

示
場
所
や
内
容
等
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

F
K
D
宇
都
宮
店
は
従
来
か
ら
食
品
ロ
ス
が

少
な
い
店
舗
で
し
た
が
、
実
験
後
に
は
さ
ら
な
る

減
少
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
食
品
廃
棄
量
の
減
少

な
ど
直
接
的
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
管
理
コ
ス
ト

の
削
減
な
ど
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
。
ス
マ
ー
ト
マ
ッ
ト
の
導
入
範
囲
を
増
や
し

た
り
、
需
要
予
測
シ
ス
テ
ム
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
進

め
ば
、
さ
ら
に
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
で
し

ょ
う
。

　

福
田
屋
百
貨
店
の
取
り
組
み
が
、
消
費
者
に

良
い
意
味
で
影
響
を
与
え
、
S
D
G
ｓ
や
食
品
ロ

ス
削
減
へ
の
意
識
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

「
改
め
て
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
取
り
組
む

  

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
」

　

私
ど
も
福
田
屋
百
貨
店
で
は
、
県
内
で

影
響
力
の
あ
る
企
業
と
し
て
自
負
し
て
い

ま
す
の
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
積
極
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
売
業
で
も
人
手
不
足
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
の

導
入
に
よ
っ
て
業
務
を
効
率
化
す
る
こ
と

は
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
実
証
実
験
を
糸
口
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

㈱
福
田
屋
百
貨
店

経
営
企
画
室
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
推
進
室

　
　
　
　
　
　

室
長　

宇
賀
神
徹
也
さ
ん

経営企画室ブランディング推進室
室長　宇賀神徹也さん

冷蔵庫内に設置した温度管理センサー

温度管理センサーの管理画面

スマートマットに載せた牛乳

食品売場に掲示された
「てまえどり」啓発ポスター

実証事業に取り組んだＦＫD宇都宮店

商品棚のPOP

福
田
屋
百
貨
店
が
取
り
組
む
食
品
ロ
ス
削
減

令
和
５
年
度
事
業
系
食
品
ロ
ス
削
減
対
策
実
証
事
業

　
栃
木
県
で
は
昨
年
度
か
ら「
事
業
系
食
品
ロ
ス
削
減
対
策
実
証
事
業
」を
実
施
し
、当
所
が
昨
年
に
引
き
続
き
支

援
業
務
を
受
託
し
ま
し
た
。福
田
屋
百
貨
店
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
宇
都
宮
店
で
本
年
７
月
～
10
月
に
実
施
し
た
実

証
事
業
の
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特集3 食品ロス削減実証実験

令
和
5
年
度
事
業
系

食
品
ロ
ス
削
減
対
策
実
証
事
業

専
用
マ
ッ
ト
に
よ
る

在
庫
管
理
の
自
動
化

実験❶

専
用
セ
ン
サ
ー
に
よ
る

温
度
管
理
の
自
動
化

実験❷

て
ま
え
ど
り
ポ
ス
タ
ー
、

P
O
P
の
掲
示

実験❹

需
要
予
測
シ
ス
テ
ム

（「
売
り
ド
キ
！
予
報
」）に
よ
る

仕
入・品
出
し
の
最
適
化

実験❸

実
証
実
験
の
総
括
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昭
和
か
ら
平
成
の
移
り
変
わ
り

会
報
で
み
る
１
３
０
年 

⑤

　
「
会
報
で
み
る
１
３
０
年
」の
第
５
回
は
、『
会
議
所
ニュ
ー
ス
』と『
天
地
人
』に
掲
載
さ
れ
た

当
時
の
議
員
か
ら
の
寄
稿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特集

4
宇都宮商工会議所

創立１３０周年

 　
『
宇
都
宮
会
議
所
ニュ
ー
ス
』は
昭
和
56
年
8

月
に
当
所
が
栃
木
県
産
業
会
館
に
移
転
す
る
際

に
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
へ
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
昭
和
61
年
4
月
に
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
か
ら

Ａ
４
判
雑
誌
型
に
変
更
。
タ
イ
ト
ル
も『
宇
都
宮

商
工
会
議
所 

会
議
所
ニュ
ー
ス
』に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

平
成
7
年
1
月
に
は『
天
地
人
』に
リ
ニュ
ー
ア

ル
し
、
現
在
に
続
く
会
報
の
第
1
歩
を
踏
み
出

し
ま
す
。
当
時
の
藤
井
清
会
頭
が
揮
毫
し
た
題

字
は
、
雑
誌
形
式
に
な
っ
た
現
在
で
も
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
期
間
に
掲
載
さ
れ
た
当
時
の
議

員
に
よ
る
寄
稿
コ
ー
ナ
ー
「
議
員
登
壇
」か
ら
、
時

代
を
映
し
た
内
容
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す（
社

名
・
人
名
・
役
職
名
な
ど
は
掲
載
時
の
も
の
で
す
）。

「
雑
感
」

㈲
大
工
町
サ
カ
モ
ト
メ
ガ
ネ 

代
表
取
締
役

常
議
員  

坂
本　

恒
五
郎

　

大
通
り
、
と
り
わ
け
私
共
の
大
工
町
は
、
こ

の
10
～
15
年
の
間
に
、
町
の
特
徴
を
な
し
て
い
た

老
舗
の
卸
問
屋
が
こ
ぞ
っ
て
郊
外
に
営
業
疎
開

し
、
変
わ
っ
て
銀
行
・
生
保
・
損
保
・
証
券
各
社

ビ
ル
が
軒
を
並
べ
、
我
々
小
売
業
が
数
え
る
程
に

な
り
、
全
く
昔
日
の
面
影
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
4
つ
の
大
型
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
内
は
、
さ
な
が

ら
全
国
有
力
企
業
等
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
の
感
が
あ

り
ま
す
。
残
っ
た
我
々
小
売
業
は
、
卸
売
業
と

同
じ
よ
う
に
郊
外
へ
、
と
い
う
訳
に
は
ま
い
り
ま

せ
ん
が
、
ビ
ル
の
林
立
す
る
中
で
、
従
来
か
ら
の

顧
客
に
、
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
内
の
新
住
人
も
加
わ
っ

て
何
と
か
頑
張
って
お
り
ま
す
。

（
以
下
略
）

（
昭
和
62
年
10
月
2
8
9
号
）

「
我
が
街
オ
リ
オ
ン
通
り
」

    

㈱
と
ら
や
呉
服
店 

代
表
取
締
役
社
長

議
員  

松
井　

弘

　

我
々
小
売
業
に
と
っ
て
、
今
日
程
厳
し
い
社
会

環
境
の
変
化
に
直
面
し
た
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
戦
後
の
悲
惨
な
困
窮
状
態
か
ら
脱
却
し
て
、

未
曾
有
の
繁
栄
を
享
楽
す
る
時
代
と
な
り
、
個

性
化
・
多
様
化
・
高
級
化
等
の
言
葉
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
消
費
者
の
価
値
観
は
意
識
の
上
か

ら
、
衣
食
住
す
べ
て
の
生
活
様
式
に
至
る
ま
で
大

き
く
変
化
し
た
。
ま
さ
に
消
費
生
活
の
革
命
で

あ
る
。（
中
略
）

　

さ
て
我
が
オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
街
は
、
戦
後
逸

早
く
組
織
化
さ
れ
、
先
ず
関
東
一
明
る
い
ネ
オ
ン

を
建
設
、
昭
和
40
年
に
は
念
願
の
全
蓋
ア
ー
ケ
ー

ド
を
完
成
し
、
関
東
有
数
の
商
店
街
と
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
転
換
期
に
際
し
て
市

よ
り
地
域
商
店
街
モ
デ
ル
化
指
導
事
業
の
指
定
を

受
け
、
活
性
化
の
第
一
陣
と
し
て
発
足
し
た
の
で

あ
る
。
商
店
街
も
、
こ

れ
を
構
成
す
る
店
主
の
発

想
も
大
転
換
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
今
ま
で
の「
単
な

る
買
物
の
街
」で
は
な
く
、

水
と
緑
と
太
陽
と
、
快
適

で
話
題
性
の
あ
る
、
明
る

く
て
、
笑
顔
の
あ
る
楽
し

さ
いっ
ぱ
い
、
フ
ァッ
シ
ョ
ン

性
の
高
い
オ
リ
オ
ン
通
り

に
生
ま
れ
変
わ
ら
ね
ば
な

ら
な
い（
以
下
略
）。

（
昭
和
63
年
7
月
2
9
8
号
）

「
商
い
実
感
」

　
　
　

㈲
長
瀬
文
具
店 

代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
　
　

  

常
議
員  

長
瀬　

弘

　

オ
リ
オ
ン
通
り
の
中
ほ
ど
に
位
置
す
る「
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」は
、
三
年
前
ま
で
文
房
四
宝
が
中
心

の
い
わ
ゆ
る
文
房
具
店
で
あ
っ
た
訳
で
す
。
隣
接

し
た
土
地
が
入
手
で
き
た
こ
と
か
ら
、
か
ね
て
の

懸
案
で
あ
っ
た
変
身
の
道
を
迷
わ
ず
進
む
こ
と
に

決
心
し
、「
業
態
転
換
」を
目
指
し
て
増
改
築
を

行
い
、
地
下
・一
階
・
二
階
と
三
フ
ロ
ア
に
し
、
地

下
を
フ
ァ
ン
シ
ー
シ
ョッ
プ「
愛
ラ
ン
ド
」、一階
に
文

具
、
事
務
用
品
等
を

二
階
に
、
洋
画
材
・
デ

ザ
イ
ン
用
品・パ
ソ
コ
ン・

ワ
ー
プ
ロ
等
思
い
切
っ

た
枠
で
広
げ
、
さ
ら

に
、
プ
リ
ン
ト
シ
ョ
ッ

プ
等
コ
ピ
ー
コ
ー
ナ
ー

も
設
置
し
て
、
変
身

を
し
た
わ
け
で
す
が
、

そ
の
三
年
の
間
に
、
Ｉ

Ｃ
を
含
む
精
密
機
器

の
技
術
革
新
に
よ
り

「
プ
リ
ン
ト
シ
ョッ
プ
」

「
人
手
不
足
問
題
に
思
う
」

　
　

 

㈱
オ
ー
タ
ニ 

代
表
取
締
役
社
長

議
員　

大
谷　

伸

　

現
在
日
本
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
企
業
で
、
人
手

不
足
を
深
刻
に
考
え
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

（
中
略
）

　

そ
こ
で
、
人
手
不
足
を
緩
和
す
る
方
法
と
し

て
、
国
及
び
県
に
政
策
の
変
換
を
お
願
い
し
た
い

の
で
す
。

●
非
課
税
限
度
額
の
改
正
を

　

そ
の
一つ
は
、
現
在
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
非
課
税

限
度
額
を
改
正
し
て
頂
き
た
い
事
で
す
。（
中
略
）

で
き
れ
ば
、
限
度
額
の
撤
廃
も
し
く
は
倍
増
し
て

２
百
万
円
位
に
し
て
、
広
く
薄
く
課
税
し
て
頂

け
れ
ば
幸
い
と
考
え
ま
す
。

●
外
国
人
労
働
者
の
緩
和
を

　

二
つ
目
に
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
は
、

現
在
技
術
研
修
者
の
み
し
か
認
め
な
い
よ
う
で
す

が
、
一
般
労
働
者
に
も
開
放
し
て
頂
き
た
い
事
で

す
。（
以
下
略
）

（
平
成
3
年
2
月
3
2
9
号
）

「
遺
す
よ
ろ
こ
び
」

　
　

柴
田
建
設
㈱
代
表
取
締
役

議
員  

柴
田　

恒
男

　

那
須
野
が
原
に
、
明
治
の
高
官
で
あ
っ
た
青
木

周
蔵
の
別
邸
が
あ
り
、
今
回
栃
木
県
が
こ
の
建

物
を
保
存
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

調
査
、
解
体
、
復
元
の
工
事
を
行
な
っ
て
い
る
最

中
で
す
が
、
こ
の
建
物
を
建
て
た
青
木
周
蔵
と
い

う
人
は
、
ペ
ル
ー
の
日
本
大
使
館
公
邸
人
質
事
件

で
話
題
に
な
っ
た
青
木
盛
久
大
使
の
曽
祖
父

に
あ
た
る
人
で
す
。

（
中
略
）	

　
い
ま
、
私
た
ち
は
と
も
す
れ
ば
創
る
こ
と

に
邁
進
し
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
生
活
の
向
上
と
り
っ
ぱ
な
街

づ
く
り
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ゆ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
歴
史
的
な
建
物
が
私

た
ち
の
郷
土
に
人
知
れ
ず
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
、
ふ
と
立
ち
止
ま
っ
て
こ
れ
ら
の
建
物

を
見
直
し
、
街
づ
く
り
の
中
に「
心
の
豊
か

さ
」を
取
り
入
れ
、
遺
す
よ
ろ
こ
び
を
見
出

し
て
ゆ
く
こ
と
も
、
必
要
な
時
代
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
平
成
9
年
12
月
4
1
1
号
）

　

今
回
は
議
員
に
よ
る
寄
稿
を
ご
紹
介
し

ま
し
た
。
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
当

所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
会
報
は
全
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ

天
地
人
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表紙に写真が掲載されるようになった
『会議所ニュース』

当時の藤井清会頭が揮毫した「天地人」の題字

創立100周年の際には記念事業が
イラストや写真で紹介された

の
変
身
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ス
ピ
ー
ド
時

代
に
な
って
き
た
と
思
い
ま
す
。

（
中
略
）

　
（
事
務
や
販
売
な
ど
の
）省
力
化
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
物
流
の
ス
ピ
ー
ド
は
、

年
々
速
く
な
る
一
方
で
す
。
リ
サ
ー
チ
は
当

然
の
こ
と
で
す
が
、
ス
ピ
ー
ド
あ
る
決
断
こ

そ
、
時
流
を
乗
り
切
る
こ
と
の
で
き
る
手
段

で
あ
り
、「
商
い
」で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
昭
和
61
年
8
月
2
7
5
号
）

特集3  宇都宮商工会議所創立130周年

会報バックナンバー



　　 UTSUNOMIYA

キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

2月
 February

　　 MITOMAEBASHI
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　今回ご紹介した来街者実態調査では、若い世代
はオリオン通りに活気があると感じていることが
わかりました。しかし、治安について懸念する声
も聴かれるようになったのもまた事実です。
　昼間は学生や家族連れが通る道でありなが
ら、夜は飲食店に若い人たちが集まる街という二つの顔を現
在のオリオン通りは持ちあわせています。
　どちらが良い、悪いという問題ではないですが、皆がルー
ルを守りながら、誰もが安心して足を運べる街になるといい
ですね。

23 February 2024 22

　

石
の
里
、大
谷
の
新
た
な

観
光
・
周
遊
の
拠
点
と
し
て

大
谷
コ
ネ
ク
ト
が
開
業
し

ま
し
た
。国
登
録
有
形
文
化

財「
旧
大
谷
公
会
堂
」や
、地

域
情
報
の
発
信
拠
点
と
な
る

「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」な

ど
、大
谷
石
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
建
物
で
構
成
さ
れ
る

施
設
で
す
。

　

駐
車
場
は
合
計
１
１
１
台

（
う
ち
大
型
車
７
台
）あ
り
、

「
旧
大
谷
公
会
堂
」お
よ
び

「
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
」に
つ
い

て
は
、イ
ベ
ン
ト
や
公
演
会

場
な
ど
の
貸
出
利
用
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

大
谷
地
域
の
観
光
の
際
は
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
大
谷
コ
ネ
ク
ト

【
住
所
】

〒
3
2
1
-0
3
4
5

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
谷
町

1
2
7
1
-2

【
利
用
時
間
】

◎
旧
大
谷
公
会
堂
・
多
目
的
ス

ペ
ー
ス

〈
貸
出
時
間
〉　

午
前
9
時
～
午
後
8
時

〈
一
般
公
開
〉

午
前
9
時
～
午
後
5
時

◎
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

午
前
9
時
～
午
後
5
時

◎
駐
車
場　

午
前
8
時
～
午
後
8
時

【
休
館
日
】

毎
月
第
3
火
曜
日
、年
末
年
始

（
12
月
29
日
～
1
月
3
日
）

大谷めぐりの玄関「大谷コネクト」開業！

大谷コネクト

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

応募先
〒320−0806 宇都宮市中央 3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には
　使用しません。

1.
2.
3.
4.
6.
7.
9.

13.
14.
16.
18.
20.
21.
23.

1.
5.
8.

10.
11.
12.
15.
17.
19.
21.
22.
24.
25.
26.
27.

カイコのこれから生糸を出し絹糸として使用
書画、刀剣、陶器等の真偽や良し悪しに優れている人
瀬戸内地方でサッパの方言。美味しくて隣の家からご飯を借りたことからこの名が
ちょっとからかわれ相手の顔を○○と睨む
土俵上で両者が真剣に闘う競技は？
昨年夏は猛暑のせいで米の○○○○○○の比率が随分下がったとか
ドングリやクリを頬一杯に含んでかわいらしい小動物
「悔しさを○○してビジネスで大成功を収めた」などと
ライトレールの開通に伴いＪＲ宇都宮駅○○○○○は大分開発が進んだ
相変わらず高齢者のブレーキとアクセルの踏み間違いが多いです
○○式会社、○○価、○○券
引退すること、退職すること「○○○○して田舎に引っ込む」
浴場で身体を洗ったり台所で食器や食品を洗ったりする場所
夜の暗闇のこと「○○○に乗じて急襲する」などと

節分の日に行う行事「鬼は外、福は内！」
二十四節気のひとつで今年は2月19日～ 3月4日です
札幌のこの祭りもこの時期の風物詩
冬の○○鍋も身体が温まります
液体が気体に変わること
有能な人材を探し出し誘って引き入れること
会社や協会を代表して事務を行う人。○○会、代表○○など
絵を描くことを仕事とする人
冬は厚着のせいで肩○○によくなりますね
○○野菜、○○返事、○○放送などと
東京の○○○駅周辺の変貌ぶりは目を見張るほどです
日本の外国に接する○○○○政策はどれも中途半端でしかたないね
求人広告等でよく見かけます「○○○面談」の文字「詳しいことは会ってから」と
○○○ライス、○○○ナゲット、○○○カツ
昨年問題になった町近くまで近づいてきた○○○○ベア

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

カ
ス
タ
マ
ー
ズ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

●	

以
下
の
解
答
フ
ォ
ー
ム
を
読
み
取
り
、
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
か
ら
解
答
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
、
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
2
月
29
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

解答フォーム

※最新の開催状況等は、主催者にお問い合わせください。

　

水
戸
の
春
は
梅
の
花
か

ら
。
季
節
や
わ
ら
ぐ
早
春

に
ち
ら
ほ
ら
と
咲
き
出
す

花
々
が
、水
戸
に
少
し
早
い

春
の
訪
れ
を
告
げ
て
く
れ

ま
す
。 

早
春
の
香
り
に
誘
わ

れ
て
花
の
旅
に
出
か
け
ま

せ
ん
か
。

　

偕
楽
園
の
園
内
に
は
約

１
０
０
品
種
３
０
０
０

本
、弘
道
館
に
は
約
60
品
種

８
０
０
本
の
梅
が
美
し
く

咲
き
誇
り
ま
す
。

　

ま
つ
り
期
間
中
に
は

「
夜
・
梅
・
祭
２
０
２
４
」や

「
全
国
梅
酒
ま
つ
り
in
水

　

赤
城
大
沼
は
赤
城
山
に

あ
る
カ
ル
デ
ラ
湖
で
、
標

高
１
３
４
５
ｍ
、
面
積
は

88
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
深
さ
は

最
も
深
い
と
こ
ろ
で
16
·５

ｍ
。
関
東
で
は
数
少
な
い

氷
上
ワ
カ
サ
ギ
穴
釣
り
を

楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

全
面
結
氷
し
た
氷
の
上
の

異
空
間
で
、
釣
り
た
て
の

ワ
カ
サ
ギ
を
フ
ラ
イ
に
し

て
食
べ
る
の
も
楽
し
み
の

一
つ
。
前
橋
市
街
地
と
比

較
し
て
も
、
夏
は
７
〜
８

度
、
冬
は
10
〜
15
度
気
温

が
低
い
た
め
ス
タ
ッ
ド
レ

前橋市赤城山大沼の
ワカサギ釣り解禁中

「第１２８回 水戸の梅まつり」が
開幕します！

住所／〒371-0101 群馬県前橋市富士見町赤城山33　
営業期間／ 2024年3月末終了予定（7:00〜15:00）
料金／入漁料１日券 800円
※氷上の状況によっては実施できない場合があります。

【レンタル品】
・竿セット（竿、しかけ、エサ付き）	 1300円〜
・おひとり様用テント	 1500円〜
・氷穴あけドリル（1時間）	 1000円
問合せ／赤城大沼漁業協同組合（青木旅館） 
☎027-287-8511

期間／令和6年2月10日（土）〜3月17（日）
会場／偕楽園・弘道館
問合せ／一般社団法人水戸観光コンベンション協会
☎029-224-0441

問合せ／	大谷コネクト管理事務所　☎028-652-4800  ＦＡＸ028-652-4801  	
		  MAIL : info@oya-connect.jp

戸
２
０
２
４
」等
の
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。詳
細
は
当
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ス
タ
イ
ヤ
の
着
用
が

必
須
。
衣
類
の
防
寒
対

策
は
お
忘
れ
な
く
！

（一社）水戸観光
コンベンション協会

ホームページ

大谷コネクトの
詳細

旧大谷公会堂

大谷コネクトの場所

偕楽園に咲き誇る梅の花

第128回 水戸の梅まつり

前橋市赤城山大沼のワカサギ釣り

や
は
り
感
謝
は

す
ご
い
力
だ
。

感
謝
を
た
っ
ぷ
り

た
く
さ
ん
し
て
い
こ
う
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　１９７５年熊本生まれ。東京理科大学卒業後、ＮＴＴに就職。
約３年後に書道家として独立。ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世
界遺産「平泉」など、数々の題字を手掛ける。講演活動やメディ
ア出演のオファーも多数。ベストセラーの『ポジティブの教科
書』のほか、著書は 50 冊を超える。２０１３年度文化庁から文
化交流使に任命され、ベトナム・インドネシアにて、書道ワーク
ショップを開催、17 年にはワルシャワ大学にて講演など、世界
各国で活動する。近年、現代アーティストとして創作活動を開
始し、15 年カリフォルニアにて、アメリカ初個展、19 年アート
チューリッヒに出展、20 年には、ドイツ、代官山ヒルサイドフォー
ラム、日本橋三越、大丸松坂屋（京都店・心斎橋店）、GINZA　
SIX、伊勢丹新宿店にて、個展を開催し、盛況を博す。

■公式ホームページ　https://www.souun.net/
■公式ブログ【書の力】　http://ameblo.jp/souun/
■ LINE ブログ　http://lineblog.me/takeda_souun/
■ Facebook　https://www.facebook.com/souun.calligraphy
■ Twitter　https://twitter.com/souuntakeda
■ Instagram　https://www.instagram.com/souun.takeda/

武田  双雲 
たけだ・そううん

〈 プロフィール 〉

「感謝」

Ａ～Ｆの文字を並べ替えて、ある言葉をつくってください
〈ヒント〉	大都市、地方都市を問わずこの大規模店が減り続けています
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